


は じ め に

先日、香社研の大先輩 (82歳）の先生が資料を届けてくださいました。開けてみると、「学習改善

における 10の着眼点」と題した論文で、お考えが丁寧な字でびっしりと書き綴られており、今も変わ

らぬよりよい授業を求める姿勢と、研究意欲の旺盛さに圧倒された次第です。そしてこの論文は「教師

は、一人ひとりの子どもが学びの根をしつかりと張っていくようにと念じつつ授業力を鍛えよう。」と

私たちへの熱いメッセージで結ばれていました。

さて、昨年度から香社研の本部役員や三観の社会科部長を仰せつかり、これまでとは違って、組織の

内から社会科研究の取り組みを見ることができました。その中で、新鮮に思えたことや驚いたことなど、

何点か述べてみたいと思います。

〇 短期・長期の研究計画をもつ香社研

まず驚いたのは、研究の見通しでした。平成 21~2 8年度までの研究の方策を明らかにしているの

です。 8年間をm期に分け、その I期として、 21年度：学ぶ意欲を高める学習の工夫、 22年度：学

習材の開発により、集団と個のかかわりを深める、そして本年度は学習評価を自己調整の過程からせま

ると設定しています。この計画に基づいて、意欲、思考、そして評価という条件を満たす魅力ある単元

開発に各郡市が総力を挙げて取り組んでいるのも心強いことです。きっと、 24年度の県研究大会（浅

野小学校）、さらには 28年度の全国研究大会において、香社研プランと名づけた理論と実践が公開さ

れることでしょう。

0 新しい風が吹きはじめた香社研

次に驚いたのは、香社研の総会や歓送迎会に出席すると、若い先生方がたくさん参加し、しつかり自

分の意見を述べているということです。新たな人材が加わるということは、組織が活性化していく必要

条件だと思います。今後は、この先生方が核となって、さらに若年層の先生方が社会科研究に加わって

くれるのではないかと期待しています。

今、香社研では、新たな企画が次々と生まれています。その一つが、フィールドワークです。社会科

教師にとって、フィールドワークは欠かすことができません。各郡市の若い先生方の代表が運営委員会

を立ち上げ、様々なアイデアを出し合い、教科書の事例地になっている地域等を巡り、教材研究を深め

ていますが、年々、参加者が増えてきているのも頷けます。

さらに 2月には、附属坂出小学校で授業公開とその年の各郡市の研究成果を交流する研究フォーラム

が開催されています。このフォーラムを通して、その年の研究の振り返りが行われるとともに、いい意

味での各郡市の競い合いにより、次年度の研究内容が明確になっていくように感じます。

〇 各郡市の活性化を支援する香社研

香社研の理事会や総会等で研究の基本的な方向について共通理解を図った後、定例会や夏季研修会に

おいて、各郡市の研究の独自性を認め、競い合うという運営スタイルは、各郡市の研究組織を活性化し、

研究内を充実させているように思います。そして、このことが香社研という組織を活性化しているので

はないでしょうか。

今、各郡市では、 7月26日に三観で開催される夏季研修会に向け、提案内容が検討されています。

当日は、作成した提案を持ち寄り、意見交流するとともに、参加した先生方が 「研修会に来てよかっ

た。 2学期は、提案された単元をやってみよう。」と感じてもらえる会にしたいものです。

香川県小学校教育研究会社会科部会

香川県小学校社会科研究会

（部）会長 岡根淳二
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平成23年度 香社研研究主題について
《研究主題》
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〈はじめに〉

平成 23年度の香社研の研究を進めるにあたり，平成 20年度四国社会科教育研究大会の研究と平成

21年度・ 22年度の研究の成果を踏まえ，今後の研究を深めていきたい。そして，平成 24年度香小研

大会，平成 28年度全国社会科教育研究大会に向けて，研究を積み重ねていきたい。

研究主題「社会科ノート」による思考力の育成にあるように，研究の基盤は，思考力の育成を「社

会科ノート」の研究によって充実させることにある。その充実に向けて平成 21年度は，『学ぶ意欲を

高める学習の工夫』の視点から，平成 22年度は，『学習材の開発により，集団と個のかかわりを深め

る』という視点から研究を深めてきた。

21世紀を生きる子どもたちに求められる能力は，「幅広い知識と柔軟な思考力に基づく新しい知や

価値を創造する能力」であり，その力をはぐくむためには，何よりも，一人一人の子どもたちの多様

性を尊重しつつ，それぞれの強みを生かし潜在能力を発揮させる個に応じた教育を行うとともに，異

なる背景や多様な能力を持つ子どもたちがコミュニケーションを通じて協働して新たな価値を生み出

す教育を行うことが重要になると考える。（下図参照）
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I 幅広い知識と柔軟な思考力に基づく新しい知

lや価値を創造する能力が求められる。
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21世紀にふさわしい学びの創造
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i 子どもたち一人一人の能力や特性に応じた学び，子どもたち同士が教え合い，

l学び合う協働的な学びを創造

このような子どもをどう育てていくのかということを考えた時，自分が行ったことについて効力感

をもつことが大切ではないだろうか。そのような感覚をもった子どもたちは，きっと自ら学びを創造

していくであろう。また，その学びの過程においては，教師によって評価されるのではなく自らが判

断して自己評価し，自分で自分の学びを調整する力が必要になってくるのではないだろうか。平成 23

年度は，これまでの研究を土台にして，上記のような国の動向をふまえ， 「学習評価を 『自己調整』

の過程からせまる」という視点から，研究主題に迫っていきたいと考えている。
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〈研究の方策〉

1 平成21年度～平成28年度の計画

2 1年度 2 2年度 23年虞 24年虞 2 5年度
（坂・綾） （小，さ・東） （三●●） 畢遭欝小）

I期 II期

研究主題 (3年計画） ◎ 21,22,23年度の研

I 究を受けて，県大会
I 

視点 I 視点 I の開催I 

' 
視点 I ＇ 視点 1I＇ ＇ ＇ ◎ これまでのまとめ

＇ 

◎ 
I 

視点 II と新しい教育の動きI 

I 

I 

を見て，全国大会の＇ ＇ 視点II
＇ 

大会主題（仮）の設

視点rn ＇ 視点rn 定＇ 
I 

＇ ＇ ＇ 
I 

2 第 I期の計画

視点 I 主に 1年次（平成 21年度）

・学ぶ意欲を高める学習の工夫

視点 1I 主に 2年次（平成 22年度）

・学習材の開発により，集団と個のかかわりを深める

視点m 主に3年次（平成23年度）

・学習評価を「自己調整」の過程からせまる

田「生きる力」の育成を図る「学力」の充実

1 生きる力と学力の3要素

2 6年度 2 7年度 28年置
金11大会

III期

◎ 全国大会（四国大会・県大

会）に向けての準備

◎ 26年度には，大会主題の決

定

◎ 新指導要領改訂が具体的に

なってくるので，それを受け

ての研究推進

※今年度の重点

「基礎・基本を確実に身に付け，いかに社会が変化しようと，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら

考え主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力」「自らを律しつつ，他人ととも

に協調し，他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性」 「た くましく生きるための健康や体

カ」などの 「生きる力」をは ぐくむための理念は新しい学習指導要領に引き継がれる。

また，教育基本法・学校教育法の改正において，教育の目標・義務教育の目標が定められるととも

に，学力の重要な 3つの要素が次のように明確化された。①基礎的・基本的な知識・技能の習得

②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考カ・判断カ・表現力等 ③学習意欲であ

る。香社研では，平成 21年度に③を，平成 22年度には①と②を研究面から深めてきた。今年度，研

究を進めていくにあたり，学習評価の面から①～③への対応を図りたい。

2 香川の教育課題への対応

学習や日常生活に 「好まし くない行動」が起こる原因として，①学力不振，②周囲のサポート不足

が大きいものとして挙げられる。今まで教師は，問題行動に「自尊心の不足」を根拠づける傾向にあ

ったが，これは誤りではなかったかという指摘がある。現在では，学力を充実し，サポート体制の確

立による「自己効力感」の意識が大切とされるようになってきている。

ところで，「自己評価」を進めることは，今，香川の教育の 2つの大きな課題である「学力の充実」

と「非行対策」と関わりが深い。それは，「学力の充実」こそが「非行対策」の最大の効果をもつこ

とである。単に社会科教育という面だけでなく，大きな目で見ても，評価，とりわけ自己評価は重要

である。
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国平成23年度研究主題の探究

1 求める学習観・評価観

(1)求める学習観

学習とは，「子どもを白紙の状態」としてとらえるのではなく，子どもが現在持っている「素朴な

知識や概念」を組み替えたり，既有知識を強化する活動として捉える。そこでは，教師は，子どもが

現在持っている「素朴な知識や概念」を捉えるために，子どもの反応を類型化して捉えることが大切

になる。また，子ども自身が，①意欲をもって課題や問題に向かって積極的に学習に参加し，②じっく

り観察・分析・批判し，③それを土台に創造的な発想を生かし，④深まった知識を組み入れて表現・論

説して理解を深め，その過程で自分自身をモニタリングし， 自己調整する評価を加え，⑤課題や問題

を解決していく学習観，すなわち「再構成する学習観」に立つのである。そこで，この学習観を支え

る「学習の要訣」と「求める評価観」を次に述べる。

(2)「学習の要訣」

子ども主義の学習観に立つ「学習の要訣」を， 4つ挙げておく。

① 子ども中心

教師は，「何を教えるか」より「いかに教えるか」に立つ。教材を指導する「指導観」中心から，

子どもの学ぶ意欲を常に中核におく進行役，介助役の役目をもつことから，学習材の開発を重視する。

② 批判的思考

批判的思考とは，注意深く，より正確な論理的思考である。何が問題なのかを見極めたり，データ

を集めて問題と照らし合わせたり，比較，関連させたりする論理的な方法により，問題に対する批判，

考え方を展開し，「理論的な裏づけ」をする思考である。単なる懐疑的な批判ではなく，理論的な批

判である。

③ 創造的思考

創造的思考とは，自主的で個性的なさまざまな視点から考えて，論理的，批判的な思考を交えなが

ら既存の定義にとらわれない思考である。単なる想像ではなく，これまで学んできたことを生かした

り，再構成したりすることにより，新たな概念を自ら創り出したり，よりよい方法を考え出したりす

る。

④ 課題や問題解決と評価

課題や問題解決に向けて学習評価を行いつつ，探究的に取り組む能力や態度を育て，学校評価につ

なぐ。学習評価をどのように学校評価につなぐかについては，後で詳しく述べる。

(3)求める評価観

学習評価は，学校における教育活動に関し，子どもたちの学習状況を評価するものである。学習評

価には，目標に準拠した評価（観点別学習状況の評価と総括的にとらえる評価），相対的評価，個人

内評価がある。このうち目標に準拠した評価のうち「形成的評価における学習評価」を研究すること

とする。とりわけ，子どもが思考と表現の統一による活動を展開する構成主義的学習観に立ち，「再

構成の学習」を図る中で，この評価の研究を進めていく。

学習の形成過程における評価が，学習の成果と効率を求め，教師が求める到達目標の達成度を点検

・評価しながら，成果の定着度を上げようとしているのが，現状の評価観である。その上，その評価

法が単なる技法または，評価のための評価になっていることが課題である。

子どもたちが，知識や技能を学び，受容していくことだけでなく，子ども自らの課題に基づき，知

識を再構成し，生きて働く知識や技能として学んでいくことが求められている。教師の指導の結果を

評価する学刃刃評価ではなく 評価規準に基づく形成的な評イと子ども自身が自ハの学びや成長を自己

評価することとを一体ヒすることが 構成主義的学刃刃 に立つ評価なのである

すなわち， 「つまずきをなくす」ことが目的の学習評価ではなく， 「つまずきを教師と子どもが共

に生かす学習」を目指したい。そこでは，つまずきを教師と共に子どもたちが協働して自覚的に克服
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しようと活動する姿がある。そこに，子どもたちは，自分の進歩，考えの変わったこと，自分で何が

できるようになったか，まだまだできないことは何かなどを自己評価する。この自己評価は，自己効

力感の高まりとなる。

このような評価観に立つ学習評価を進める上で有効な 「評価方法」として，次の 2つが挙げられる。

① パフォーマンス評価法

パフォーマンス評価法とは，目標として知識・技能を活用する力を位置付け，パフォーマンス

課題とルーブリックを用いて評価する方法である。

② ポートフォリオ評価法

ポートフォリオ評価法とは，子どもの学習活動の過程や成果などの記録や作品を計画的に集積

したファイル等を保存・活用して，子どもの学習状況を評価する方法である。

ヽ~

さて，このような評価観に基づいて

評価するにあたって根本となるのは，

「目標に準拠した評価」の目標につい 1① 学習指導要領に示された
目標・内容

てである。このことについても，右図

のように捉えて研究を進めていきたい。

ることが求められる。社会科学習が，

本質を間違うことなく，すべての教員

に広く実践され，子どもたちに「好か

れ，力がつく」社会科学習にするため

の単元構成を考えていく必要がある。

【評価規準】（到達目標）

2 「再構成の学習」を充実する単元構成 1③ 単位時間の学羽

の2つのプラン の目標・内容

求める学習観と評価観に立つ「再構
「学習活動」

成の学習」は，習得・活用・探究の学 1 【評価基準】

習の考え方と合わせて，単元構成をす （ルーブリック）
到達している

到達していない

A
 

B

-

C

 

⇔支援

⇔支援

従来，カリキュラムづくりにおいては，社会科研究を専門とする教師による地域教材に密着した単

元構成づくりが中心であった。このような単元構成は，専門の先生方にとっては魅力的なものであっ

たが，社会科を専門としない先生方にとっては，難しく感じたり，取り組むためのハードルが高かっ

たりして，一貫したカリキュラムを提案しても各学校において活用が難しいという課題があった。

そこで，より多くの先生方に社会科を好きになってもらい，広く取り組めるものにしていくために，

単元構成の中核に，どの教師もどの子どももが持つ 「教科書教材」を据える。単元構成もトピック的

であったり，奇をてらうものではなく，だれもが取り組みやすいものにしていく必要がある。この 「教

科書教材」を活用するにあたって，次に挙げる 2つのタイプの学習を今後の研究課題にしたい。もち

ろん，従来のような単元構成づくりも個人研究としては今後も大切にしていきたいと考えている。

A型 地域教材導入型
「教科書教材」を中心にするが，学習問題づくりに 「地域教材」

を取り入れた単元構成の工夫を行う。

B型 地域教材活用型
「教科書教材」で展開しながらも，活用の段階で 「地域教材を」

中心におき，「活用」の学びを重視する単元構成の工夫を行う。
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ここでは， A型と B型の 2つのタイプの単元構成の具体例を挙げておく。（評価規準等省略）

区璽
第 6学年 単元名「縄文のむらから古墳のくにへ」

単元構成（全8時間）

【第 1次】 (1時間）
地域に残る遺跡を調べよう。
-------------------・ 

◎ 地域に残る遺跡を見学し，
自分たちの祖先のくらしに関
心をもつ。

◎ 教科書を概観し，学習問題
を設定し，学習の計画を立て
る。

地域教材I

【第2次】 (1時間）
縄文時代のくらしについて調べよ

゜
＿っ

【第3次】 (2時間）

弥生時代のくらしについて調べ
よう。

◎ 三内丸山遺跡の資料をもとに ◎ 板付遺跡の資料や米づくり

ぎ：和警告、贔髯，い；八竺虞鍔鸞聾羹![9五
様子を話し合う。

◎ 吉野ヶ里遺跡の資料をもと
にして，むらからくにへとま
とまっていく様子をつかみ，
ノートにまとめる。

I:：名 ::9受け継ロ―1-［□〕プ
〇 縄文時代は，狩猟や採集が

中心の生活で，季節に合わせ
たくらしを送っていた。

〇 米づくりの技術や大陸から
の文化が広がり，人々の生活
が変化した。冨の蓄積により，
争いが起こり，むらから国へ
とまとめられていった。

古墳時代には，大きな権力をも
つ王や大王が誕生し，大和朝
廷によって日本の大部分の地
域がまとめられた。
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第 5学年

単元構成（全9時間）

【第1次l(1時間）
身の回りの工業製品を集めて教科書を

参考に自分たちで分類し，工業製品と生活
のかかわりを調べその中から自動車生
産を取り上げ，学習問題をつろう。
------------------------
◎ 工業製品を機械，金属，食料品，

石油化学，繊維工業などに分類
し，日本の工業を概銀する。

◎ 日本の工業生産は，機械工業，
とりわけ自動車工業が生産の中
心であることをつかみ，学習問
題をつくり，今後の学習計画を
ー」

ュてる。

単元名「自動車工場と消費者をつなぐ販売店のはたらき」

【第2次】 (3時間） ［第3次】 (2時間）
自動車生産の特色と自動車工場や関連 自動車生産にかかわる働く人の姿

工場で働く人の工夫や努力を調べよう。 を自動車販売店を見学してで調べよ

◎ 教科書や資料集，映像教材から自
っ。

苔喜昌書喜こ□［ ：ー事［［長言3；f：り`
トに見学問蒻旦菌める。

こ
0 日本の工業は，効率化された工場
で，生産性を上げよっと日々努力を
重ねてきている。また，そこに働く
人々の工夫や努力によって，消費者
のニーズに合った自動車を生産した
り，環境や安全に配慮した自動車の
開発に力を入れたりしている。

0 地域にある自動車販売店は，消費
者と工場をつなぐという点で自動車
産業を支える重要な役割を果たして
いる。

〇 工業に携わる人は，消費者の
ニーズに合ったよりよい製品を作
り出そうと， 日々努力している。
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（第4次】 (2時間）
よりよい車づくりに向けての仕事につい

て考えよう。

1地域教材I
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3 「意欲」「思考」「評価」を「再構成の学習」につなぐ

(1) 自己調整の過程としての「再構成の学習」

平成 20年度四国大会「社会科をひらくカリキュラム」の研究を基盤にして，平成 21年度は，「意

欲づくり」について，平成 22年度は『学習材の開発により，集団と個のかかわりを深める』という

視点から主に「思考力」に着目して研究を進めてきた。平成 23年度は，「学習評価」の研究に取り組

むが，これで第 1期の研究を「意欲」「思考力」「学習評価」としてまとめることができる。

そこで，ここでは，意欲，思考力，学習評価の研究をつなぎ「再構成の学習」として，その概念を

まとめていくこととする。

学習は， 3つの段階をサイクル活動として展開する。 3つの段階とは，「予見」 「遂行・意思的制

御」「自己省察」である。大まかに言えば，「予見」は学習場面を設定し，意欲的に取り組む計画を

立てる段階である。「遂行・意思的制御」は思考と表現の統一による再構成を図ることによって，思

考力を育てる段階である。「自己省察」は，総括的な評価を入れた自己評価をする段階と言える。こ

の 3つの段階の活動を通して「自己効力感」を育てていくことが重要となる。このことを視点にして，

研究の概要を次の図のように考える。

①予見の段階

意欲づくり
（平成 21年度）

囚現在もっ
ている素朴な
知識や概念

・学習問題の設定

・地域教材の活用

〈平成23年度〉

「再構成の学習」の過程

②遂行・意志的制御の段階

思考力（批判的思考・創造的思考）の育成
（平成 22年度）

回組み立てたり，既有知
識を強化したりする

③自己省察の段階

学習評価
（平成 23年度）

回深まった知
識を組み入れて
表現・論説して
理解を深める。

・自己モニタリン
グ

・自己省察

考えを伝える（表現する） ・自己強化

教材の構造←「学習材」／→‘盲考図」→思考の構造 I．情報発信・交流

比較•関連・総
らべる・つなぐ・たと

学習評価を『自己調整』の過程からせまる
～自己効力感を育てる～

予見の段階では，学習場面を設定し，取り組みの計画を立てる。自己効力感をもって目標設定，課

題設定し，方略プランニングと合わせて計画するのである。遂行・意思的制御，自己省察の段階にお

いては，自己モニタリングをしながら自己評価，自己強化をするという自己調整を図る学習を目指し

ている。

思考力は，図のように，囚「現在もっている素朴な知識や概念」を，目 「組み立てたり，既存知識

を強化したり」して，且「深まった知識を組み入れて表現・論説して理解を深める」よう再構成する
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ことによって育てられる。すなわち，思考力は囚から gに高めることによって育てられる。その高

める過程の活動が，思考様式の活動であり，自分自身をモニタリングによって自己評価しながらの活

動になる。

この思考様式による活動は，考えることと伝える・表現することと合わせて「考えを伝える（表現

する）」活動である。そのための「思考図」の開発は昨年度重点を置いて研究を進めてきた。思考図

については後で詳しく述べる。

(2)意欲づくりと「学習問題」の設定

① 意欲づくり

～ 平成 21年度研究の概要参照

② 学習問題の設定

「学習問題」の設定にあたり，まず，学習指導要領の目標・評価規準をもとにして，教科書内容と

ともに，学習内容を明確にすることが前提となる。その上で，子どもたちが意欲をもって主体的に学

習を進める「計画」を立てるのである。その「計画」にあたってのいくつかの要点を次にあげておく。

ア 達成目標の2つの考え方に立ち，個に応じる学習が進められるよう目標を立てる

達成目標には，「習得目標」と「遂行目標」の考え方がある。習得目標とは，新しい能力を開発す

ること，自己効力感を高めること，困難な課題をやり遂げること，理解することに焦点をあてた目標

志向性が高いものと言える。「遂行目標」は，自分の地位の向上や，標準化された基準に即して良い

成績をあげることや他者との比較によって高い地位を探ることが強調されたものである。この 2つの

目標の考え方に立って，達成目標の考え方を図示したのが次のものである。

環境的な要因

::; 
個人的な要因

（動機，気質，能力
個人差， 自己効力感）．

イ 学習の「計画」は，その時の「社会事象」を課題にして立てる

学習方略

達成結果

自己評価

（成績，感情

自己内省

自己強化）

今までの学習は，学習の「計画」を立てるというより「導入」の考え方が主たる流れになっていた。

そのため，単なる日常経験や，教科書等による単元の概観などからの学習の始まりで，「学習問題の

設定」を行うことが多く見られた。

「再構成の学習」は，この「計画」の段階を重視する。そこで，「計画」の段階において，現在，

課題となっている社会事象の課題や今までの学習成果からの発展としての課題による「学習問題の設

定」が望まれる。パフォーマンス評価においては，パフォーマンス課題の設定がこれにあたる。パフ

ォーマンス課題では，学習の見通しをもち，どのような表現（パフォーマンス）を行っていくのかが，

子どもがはっきりとつかんでおくことが最も大切である。そのため，必要に応じて社会事象の内容を

教科書等を使用して理解を深めていく「習得」の学習も必要となってくる。このことを踏まえて「学

習問題の設定」を行い，学習の問題解決の見通しを立てることが，この「計画」の段階の活動となる。

ウ 課題・学習問題関与意欲を高める

考える力を育てるには，課題や学習問題を解決する問題解決的な探究の学習において，課題や学習

問題に関与する力の意欲が強いことがポイントである。では，課題を学習問題に関与する意欲を高め

るにはどのような工夫を行えばよいか，図で示す。例 1は，子どもと教材を出会わせた後，子どもと

教師の対話によって，クラス全体の大きな課題をつくり，そこから，グループや個に応じた課題へと

おろしていく例である。例 2は，大きなパフォーマンス課題を設定して，課題解決のための小課題を

子どもと共につくり，子どもの意識を大切にしながら，意欲を高めていく例である。このように，課
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題意識を深めるためには様々な方法があるが，児童の実態や，教材によって選択する必要がある。

〈課題・学習問題関与意欲の高め方の例〉

例 1 例 2

I教材・学習材卜丁」 子どもの意識

（子どもとの対話，話し合い）

大きな課題

小さな課題

(3)学習内容と学習形態

① 授業のタイプにより学習の性格を明らかにする

パ I
フ
オ

I 
マ
ン
ス
課
題

I 

小課題

小課題

小課題

I 
小課題

子どもの

意識を大

切にしな

がら深め

ていく

授業は，いつでも同じようなスタイルで行うのではなく，授業のタイプによって学習方法を変えて

いくことが大切である。下に，授業の 3つのタイプを示す。

ア 教材反応学習・・・基礎・基本の事項の徹底や学び方の確実な習得をねらいとする授業のタ

イプである。地図指導や資料の読み取り，事項や用語の把握を図り，きち

んと分かることを徹底する授業である。教師は，子どもの教材への反応を

見極め，「個別化」のための援助，指導を行う。

イ 反応類型学習・・ ・大まかな授業の流れとしては，まず，どの子も共通に基礎・基本の事項

をつかむ。そして，その事項をもとに，表現と思考を組み合わせながら基

礎・基本の内容に高めていく。子ども自らが，自分たちの反応を類型化す

る過程で，教師は個々の反応を見極め，指導の「個別化」と，学習の「個

性化」を求めていく。

ウ 課題選択学習・・・子ども一人ひとりが，自らの興味•関心に基づいて課題を選択し学習を

進める。そして，何を学ぶかという学習の対象となる教材の選択をする。

と同時に，どのように学ぶかという学習の方法や進め方をも選択する。つ

まり，課題によって，教材と学習方法の選択が子どもに任されるのである。

創意を生かした自他の学び方や考えのよさを認めながら，個性化を目指す

授業の展開である。

② 内容による学習形態のちがい

内容 学習形態 特色 学習材開発のポイント

習得の内容
教已子材刃白刃反応

個贅共別通化学教＇，ふ個， 個共人別差通指表に応現導じる学習
実どの子定着にをも基礎・基本の内容の確

な めさす個別的な字習材
の開莞

活用の内容 反巫子応刃白刃類型 子共に通よどなもり課一の反題定応やの概異を念学な習をる材課つ題かにむの交流 用習得するし力た内（容思や考方カ法・判を活断用カし・表現活

カ等）を育成するための字習材の
開莞

探究の内容 課呂子題羽白選択 課課多の題題様交流づなご見にくと方のより探り・個課考究題性え・選化表方択硯tを-図よるる概念
選個性択をし生た課か題してご探と究に子してどいも自くこらがと

のできろ苧習材の開発
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(4)思考力の育成

① 思考力を育てること

ア思考力の発達

子どもの思考力は，経験を通して得たもの，こと，人について思考を働かせて解釈し，説明する能

力を獲得することで発達していく。その過程は，技術（できる・できそう）から科学（わかる・なす）

への発展の過程といえる。技術（できる・できそう）は，もっぱら対象にあたって，興味と断片的な

知識をもとに知ろうとし，それを利用しようとすることに関心が向けられる。そこで，簡単に問題解

決して目標に達すればそれで終わってしまい，その過程を説明することはない。科学（わかる・なす）

は目標達成のために，対象にあたって知り，その取り組みの結果に終わらず，さらに深く解決過程を

意識して説明していくことに特徴がある。

このように，思考の発達は，目標に達することに関心をもち，周辺的活動の段階から始まって，具

体的活動に意味を意識する段階を経て，最後に，反省的思考にもとづいた論理によって意識的に行動

する段階へとすすんでいく。これを，ピアジェは，思考の発達の筋道といい，「周辺から中心への発

達」として，特徴づけている。

イ 思考力を育てること

（ア）思考の構造と思考力の内面化

思考力を育てるとは，「ものごとを構造的に把握する態度を育てることである。構造的な把握を行

うために，種類や用途，場所，時間経過などで分析したり，類別したり，関係づけたり，条件を変え

たりしながら，思考そのものが特色としてまとまっていなければならない。思考力を育てることは，

知識を構造化している過程としてとらえることが大切である。

思考力は，従来は，ただ，感受性，記憶，言語，数，推理などばらばらな能力のよせ集めとして，

取り扱われてきた。そのため，これら個々の能力を別々に訓練することによって，思考力を発達させ

ることができるものとしていた。だが，断片的な能力の訓練では，たとえ知識として覚えたり，技能

として習熟できたものであっても，それだけで，思考力が育つことにはならない。

確かに，読み，書き，計算の技能は，思考力の発達の重要な道具である。しかし，その技能自体が，

思考力の発達の原動力ではない。例えば，ことばが読めることと，ことばの意味を理解することとは

違う。読みの技能は，習熟だけで獲得できるが，意味の理解は論理的思考の構造を前提とする。そし

て，この思考の構造は，子どものそれまでの成熟，経験，知識，技能などが組織的に統合されている

全体なのであり，子どもの思考構造とのかかわりの中で，学習により，生きて働く思考力になるので

ある。

思考力は，正しい知識の積み重ねだけで思考力を伸ばそうとしてきた伝統的な教育方法で育たない。

思考力を育てるには，子どもに正しい知識を理解させる手立てとして，わかりやすいことばで説明す

る，具体的な身近な例を示す，実験や実習を取り入れる，視聴覚機材を利用する，ユーモアを交える

など，様々な工夫をして，わかる授業を進めなければならない。しかし，子どもは必ずしも教師が意

図した通りの知識を理解するとは限らない。理解したように見えても，誤解，曲解が生じている。子

どもは，教師の教えたことがらを覚えることはできる。しかし，そういう知識は，不安定で活用，応

用がきかない。

この点から考えると 思考力を育てるために大切なのは 正しい知識の理軒に当って 過ちやつま

ずき 意識のずれを自分で発見して それを修正していく過程である この自己評価を伴う活動は

思考の構造の中に確実に組み込んで より正しく深い理軒を進めていくことになる これは「思考カ

の内面化」と呼ばれている。

このように，思考の質的な発達を促すためには，活動がある点でせき止められるような状況に立た

せることが必要である。このせき止められる状況は，社会的事象の矛盾や対立の場面であり，課題や

学習問題の設定などの学習活動に生かしていくことで，学習に意欲的に取り組むようになり，飛躍的
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な発展にもつながってくる。

（イ）ことばと思考力

ことばは，思考の道具というよりは，思考の表現といった方が適切である。ことばに思考をつくり

出すはたらきがあるわけではなく，思考が自分のことばを見い出し，表現することになる。この思考

による表現をもとに，話し合い活動としての交流が行われる。その際，表現することばがうまく選ば

れなかったり，語彙が乏しかったりすると，思考が深まっていかない。豊かな思考は一度には成立し

ない。つまずきを克服するために，表現した自分のことばを見直してみることが大切になってくる。

この見直し，修正の時間こそ思考力を育てる上で大切なのである。

このように，話し合い活動・交流は，子どもの創造的思考の表現なのである。考えや思いを相手に

理解されるように表現しながら，集団の中の個のかかわりとして，相手のことばの意味を見定めるの

である。話し合い活動は，創造活動そのものであり，ことばの深層構造の部分は論理的な言語表現に

よるものであるのに対し，表層的構造は，創造的な言語表現，創造的思考によるものである。

② 「教材の構造」と「思考の構造」の明確化

ア 教材と学習材

「教材」とは，教科書教材に代表されるように，ある一定の目標を実現するために，基礎・基本の

事項や内容を精選して取り入れた素材である。その形態は様々で，事物・事象という形，映像という

形，言語や記号で表現した形など多様であり，一定の認識やイメージをもたせることができる。しか

し，個々の子どものもつ認識・イメージづくりに応じるものとは言えないことから，従来は，教科書

解釈や教材分析による教師の指導方法の工夫により補ってきた。

それに対して，「学習材」とは，個に応じた学びができる教材であり，「操作材」ともいえる。子

どもの個々の学びが成立するためには，教材のもつ価値を十分に踏まえ，子どものもつ具体をもとに

して，自然・社会•生活の事象と結び，具体的操作や形式的操作を通して思考や表現を促し，個々の
子どもの認識やイメージを深化・拡充させていくことが重要である。今後，この「学習材」の開発が

一層望まれる。

イ 「教材の構造」を明らかにする

香社研では，平成 20年度四国社会科教育研究大会において，社会科の学問的本質に立った「社会

科をひらく」を論じ，方法として「ノートによる思考力の育成」に取り組んできた。これを基盤にし

て，教材と学習材について研究を進めていくことにする。

さて，教材は，どの教科等も学問的内容を子どもの発達や興味の実態に合うよう科学や芸術・文化

から選ばれたもので構成されており，①「共通教材」として教科書・補助教材 ②「自主教材」とし

て子どもが自主的に活用する参考図書，インターネット，その他の資料 ③「教師教材」として教師

・専門家などが提供する資料があげられる。ところで，教材は，「素材・資料」ではない。教材は，

学習の目標を達成するよう素材・資料を発達に合わせ精選し，価値づけたものである。このことから，

①は教育法規に定められた教材であるのに対し，②と③は素材・資料を教材化しなければ「自主教材」

「教師教材」にはならない。

しかし， 日常の授業を見る時，①の教科書などの主たる教材によって発問と応答・支援による一斉

授業の中で，②の子どもたちが自主的に調べた資料によって挙手による指名で学習内容をふくらませ

たり，③の教師などの資料・説話で深めたりしていることが多い。この場合，②の自主的に調べた子

どもたちにとっては，自分の調べを入れた授業展開で意欲をもち満足であろうが，それは一部の子ど

もたちだけの学習の成立としかならない。このことが，社会科学習を楽しくしていない大きな原因と

も考えられよう。すべての子どもたちが社会科学習を好きになり，思考力を育てる学習にしたいもの

である。

そのために，①「共通教材」② 「自主教材」③ 「教師教材」を入れた「教材の精選」を明らかにす

る教材の構造化を授業スキルとして昨年度は取り組んできた。まず，「教材の構造」は，学習指導要
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領と教科書や補助教材を分析し，「基礎基本の事項」と「内容」を明らかにし，それを基盤とする。 (A)

次に， 「教材の構造」の中心になる「共通教材」である。教科書・補助教材の内容を中心教材と関

連教材を構造化して図示する。 (B)更に，その図示の周辺に「自主教材」と「教師教材」を関連付け

る。 (C)この際，子どもが自主的に調べた資料を教材化する手立て，及び教師や専門家の資料をどの

ように教材化するかが今後の研究の課題となる。では，「教材の構造」について具体例を紹介する。

(A) 教科書分析（基礎・基本の事項と内容）

第5学年 単元名「水産業のさかんな枕崎市」

型 I頁 教科書にみる基礎・基本の事項(0)と内容（にニコ）

27 I 0まきあみ漁は効率がよい 0かつお即
0遠洋かつお船は冷｝設備がある 0一本づりは 鮮さが保たれる

I遠洋かつお漁は，まきあみ漁と一本づりの 2つの特徴を生かしている。

探

28 I 0漁業生産量 0沿岸から 200海里水域の漁の制限

0遠洋漁業の減少 〇漁業で働く人の減少

究 I | 0輸入の魚が増えた 0魚より肉を好む食生活

1 日本の漁業では，年々，魚の生産量が減っている。

型 I29 I 0日本船による魚の生産の減少 〇養しよく漁

0さいばい漁業 0作り育てる漁業

0とる漁業
II作り育てる漁業でにも力を入。れ稚喜、る。

30 | 0かんぱち 0ぶり 0養しょく
31 IOいけす 0計画的に生産

0漁業協同組合 0えさは，あじやいわし 0ペレット状のえさ

0多く育てすぎると値段が下がる 0量の調整
I計画的に生産できる養しょくの仕事は，収入が安定している。

〈教材の構造〉

(B) 共通教材（教科書・補助教材） 1時間分（教科書見開き2ページを中心に）

えさはペレットに切

り替えたことで海を

汚さなくなった。

鹿児島県と鹿児島湾

の位置

（地図）

養しよくをしている

ところの様子

（写真）

鹿児島県はかんぱち

やぶりの養しょく量

は日本一

多く育てすぎるとね

だんが下がるので，

量を調節している。

天候にあまり左右されない養しよく

の仕事は，計画的に生産できるので，

収入が安定している。

外国からの輸入がふ

えてきて，売れ行き

が心配である。

いけすの様子

（絵）

ぶり類の生産量のわ

りあい

（グラフ）

いけすの大きさは，

1辺8メートル。中に 5

千～ 1万の魚がる

約 1年半かかって出

荷。時期をずらして

出荷する。
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(C)「自主教材」「教師教材」（資料を教材化したもの）

ペレットの作り

方（ビデオ）

養しょく魚の値段

の推移（グラフ）

外国からの輸入量

の変化（グラフ）

養しよく魚のブラン

ド化への取り組み

. ．． 

:………••：自主教材
Eニコ教師教材

.．．．.．．．．．.．.．．.．．．．．．． .. 

i養しょく漁業；

iに関するホー；
． 

・ ・ ：ムページ ： ． ． ． ..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．． 

ロ 摂念（内弓‘’

□□] [| □
ロ

............................... ． 
スーパーで売って：． 
いる養しょく角の

． 
● 

ヽヽヽ ・. 
生産地調べ

. . . ． . 
（ワークシート） ： . ． ． ． .............................. 

東かがわ市引田の

大型小割の様子

（写真）

香川県におけるハ

マチの生産カレン

ダー

(D) 「教材の構造」完成図

養しよく魚の値段
の推移（グラフ）

外国からの輸入量
の変化（グラフ）

養しょく魚のプラ
ンド化への取り組
み（読み物資料）

えさはペレットに切
り替えたことで海を
汚さなくなった。

多く育てすぎるとね
だんが下がるので，
量を調節している。

外国からの輸入がふ
えてきて，売れ行き
が心配である。

［高次な事項］

概念（内容）
鹿児島県と鹿児島
湾の位置（地図）

天候にあまり左右されない養し

ょくの仕事は，計画的に生産で

きるので，収入が安定している。
［関連する事項］

ぶり類の生産量の
わりあい（グラフ）

•..................... .. 
浅しよく漁業に関：. 
：するホームページ：..  ....... 

鹿児島県はかんばち
やぶりの養しょく量
は日本一

・ ：スーパーで売っている：
；養しよく魚の生産地調：. 
：べ（ワークシート） ： ・ • ............................... 

いけすの大きさは，
1辺 8たトル。 中に 5
千～ 1万の魚がる

東かがわ市引田
の大型小割の様
子（写真）

約 1年半かかって出
荷。時期をずらして
出荷する。

香川県におけるハマ
チの生産カレンダー

［基底となる事項］

亡ニコ共通教材
.......... .. 

;………••: 自主教材

Eニコ教師教材
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ウ 教材を学習材として「思考の構造」を明らかにする

学習材の開発は，単に子どもが意欲をもって学習に取り組める，あるいは操作活動により授業が活

性化するということだけをねらっているのではない。また，地域教材を単に授業に取り入れることを

指すのではない。研究テーマにあるように，思考力の育成こそが一番のねらいである。

そのためには，単に学習材を用意するというのではなく，学習材に合わせて，学習類型を選択した

り，体験や表現方法を選択するといった一連の流れが重要になってくる。このような一連の流れをま

とめて「学習材の開発」と呼びたい。

つまり， 「学習材の開発」においては，思考力を育成するために授業をどうコーディネイトするか

ということが大切なのである。

＇―/一／一-'／一／—/—／一／一／一／一／一／一／一-7-／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／—／9

ロ□三丁三三

i《学習材の開発の流れ》 i 

9 ※ この授業づくりの一連の流れを学習材の開発とよぶ！

i一／一／一／一／一／一／一／一／一／一ノー／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一／一ノー／一）
③ 思考図

学習材の開発を行うことにより，より深まった思考力の育成が期待できる。思考力は，既有の知識

の上に，新しく学んだことを取り入れて，比較•関連づけ・総合しながら再構成を行い，新しい知を

つくり上げていく過程で育まれる。教師は，子どもがどのような思考の過程を経て，新しい概念を再

構成していくのか見通しておくことが必要である。それができていなければ，適切な支援を行うこと

は難しい。

そこで，学習材の開発に合わせて，「思考の構造」（子どもが思考する道筋）を明らかにすることに

昨年度取り組んできた。その中心としたのが，「思考図」（シンキングマップ）の活用である。研究し

たことが日常の授業場面で具体的に活用できるようになってきていると感じている。

思考図（シンキングマップ）とは，考えを図式化することによって，発想の個別化と個性化を目的

にしたもので，アメリカのハイルー氏やイギリスのベン氏などによって発表されたものである。その

内容は，次のようなものである。その具体例については，後のページで紹介する。

① 0 （円）で考える

③ 口（四角）で考える

② - （線）で考える

④重ねる・立体で考える

では，まず子どもがどのような思考の過程を経て，新しい概念を再構成していくのかその思考の過

程について見ていきたい。
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〈子どもの思考の過程〉

ー 課題意識・探究意欲を高める

三 巴
（課題） 矛盾・対立，誤解・曲解・無理解， ズレ

（学習問題） 反応を見極め，類型化し，学習の見通しを立てる

n
 

教材を学習材（操作材 にして，思考操作をする

具体的操作 口 形式的操作

比較•関連づけ・総合しながら再構成

自

己

評

価

に

よ

る

一
体
化

…
習
．．
 

ダ
．．
 

升
．．
 

咋
．
刃
．．
 
等
．
~

学

ン

ル

ョ

ス

ン

i

プ

ウ

ネ

シ

ポ

ョ

＂

．
 

一

カ

パ

ッ

・

シ

"

ル

ン

・

カ

論

ッ

f

グ
エ
法
ス
討
セ
~

．
 

…•" 

.... 
"…
•J 

•••• 

H…··…

·F~ 

0実物操作
・観察，見学
・体験（土器づくり，掛i

軸の絵など）

・絵カード・写真
・絵はがき・吹き出
・模型
・身体表現

0論理操作
・思考図（シンキングマップ）

-------------------一一I I 

：・流れ図 ： 
:．仕組み図 ： 
：・因果図 ： 
：・ピラミッド図 ： 
：・構成図 ： 
＇ --------------------J 

「
自
己
調
整
」

指

導

と

評

価

の

の

過

程

0感性操作
•音楽・映画・劇・脚本・
映像（インターネット）

m 深まった知識を組み入れて表現・論説をして理解を深める

w 次なる課題と見通しをもっ
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次に，思考図（シンキングマップ）の具体例を示す。

〈思考図（シンキングマップ）の5つの型〉

名称 思考の様相 例

サークルマップ 分析する

比較する

① I丸

゜
仲間分けをする

自分の考えをふく

らませる

ツリーマップ 考えを整理する

線

②
 

自分の考えをふく

らませる

発想を広げる

ー
北
戸
町
〗

尋―□[[-
フローマップ

③
 四／□J

順序性を明らかに

する

原因と結果をつな

ぐ

水が家に届くまで

ピラミッドマップ I自分の考えを積み

上げていく

④ |二角／ロ I 

I考えを概念化する

I主張点を具体で述

べる

11 

コンストラクションマップ いくつもの考えを 町人文化の発展

丸，四角，線等の 構造化し，整理す

構成・組み合わせ る

⑤ | 

o□ 
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〈思考の構造〉 4年 単元「わたしたちの県」を例に

ぼくは小豆島・直

島コースのおすす

めは， 自然だと思

うので，それを紹

介したいよ。

矛盾・対立
ぼくは，小豆島ではオ

リーブや醤油などの特

産品，直島ではアート

を紹介したいよ。

矛盾・対立により

個々の間題になる

旦」
グループごとにまとめてきた観光コースを交流し， 5つの条件を

満たした香川のよさが伝わる観光コースになるよう工夫しよう。

小豆島には，醤
油蔵があり，昔
から島の産業と
して大切にされ
てきた。

直島は，地中美術
館をはじめとして，
アートにかかわる
たくさんの施設が
ある。

遂
行
・
意
志
的
制
躙

思
考
と
表
現
の
一
体
化

ヽ

小豆島も直島も瀬
戸内海に浮かぶ島
であり，景色がよ
し‘。

このコースは，瀬戸内海の島々を巡るコースです。今回は，
直島と小豆島を巡ります。直島は，アートの島です。地中美術
館はモネなど有名な画家の作品もあり，世界中から人々が集ま
ります。また，家プロジェクトもあり，島全体がアートであふ
れています。その後に小豆島に立ち寄ります。小豆島には，昔
から様々な産業があり，今でも受けつがれています。中でも，
醤油とオリーブは有名です。オリーブ公園やマルキン記念館な
どに立ち寄り，島のよさを感じてくださいね。

小豆島のよさは，自
然もあるけれど，オ
リーブや醤油など昔
から続く産業がある
ことだと思うよ。島
の人もそれを大切に
してるよ。

直島は，アートの島だ
と言えるよ。
県外や外国からた＜

さんの観光客が訪れ，
香川を代表する観光地
になっているよ。

瀬戸内海の島々は，い
ずれも自然の美しさが
あるけれど，その島に
しかないよさがあるの
で，それを発見して情
報発信することが大切
だよ。

既有の知識の広がり

を見る

（現在もっている素

朴な知識や概念）

グループによる思考

（思考図を活用した

思考場面）

［エ
一定の概念となる

グループで論述

，
 

三l
個の論述

（個のノート）
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(5)個に応じた学習と集団と個のかかわり

～個に応じた学習を進めるよう「集団の中での個のかかわり」を明らかにする～

① 「集団と個のかかわり」とは

「集団と個のかかわり」は，集団の中での個のかかわりを意味する。従来，「個」と「集団」につ

いては，まず，個を育て，「集団」づくりをするという考えに立っていた。しかし，そうではなく，

社会性の発達の研究から「集団」の中で「個」を育てるように進められ，「協働性」を育てることと

して，幼稚園教育要領，小学校学習指導要領に示されている。このことから，低学年は主に「対話」

を，中学年以降から小集団，大集団でと，広まり，深まっていく。しかし，学習論には必ず，「個」

→「集団」→「個」の過程を大切にしたいものである。

そこで，「集団と個のかかわり」の意味を述べておく。集団の中での個のかかわりの姿としての仲

間グループは，学校での学びの中で自然に形成されたり，教師の意図性によってつくられたりする。

その集団で個と個が納豆の糸のように「引き合い」「粘り合い」ながら，集団をつくり上げていくの

である。

そこで，この集団の中で個と個が引き合う意味を考えてみたい。これには， 2つの様相がある。

1つは，集団の中での個のかかわりが「個性」を育てることになることである。すなわち，個性を

生かし，伸ばすことを，子のよさを伸ばすと考えたい。その様相には，次の 3つの面がある。

◎知的な能力としての「知力」

◎感じる力，活動する力，技としての力などの「表現力」

◎人柄とか性格としての「人間力」

このことから，集団と個のかかわりについてみる観点は，知カ・表現カ・人間力という観点であり，

学習に際しての支援・援助の観点になったり，学習記録の観点になったりする。

2つには，集団の中での個のかかわりが，「集団の中での生きる力」を育てることになることであ

る。すなわち，「社会性」を育てることである。仲間との学び合い，互いの「引き合い」の中で， ト

ラブルや葛藤が生じ，それを解決するには，相手の行動の意図や要求に気づくことや，自分の意図の

中で一人一人が仲間意識を持ち，自分の役割の自覚や責任感，みんなの役に立つことの喜び，他人の

ことを考え，自分を制御することなど，相互に引き合いながら調整していく。その中で，自我の発達

を伴いつつ，他者理解を深めたり，社会のルールを身につけたり，自己統制力やコミュニケーション

能力を身につけたりしていく。この様相は，次のようにとらえることができる。

◎ 集団の中での個のかかわりをみる観点

自己主張

自己表現

・トラブル

・葛藤

・活動

・自己開示

・自己理解

•他者理解

・自己統率力

・コミュニケーション能力など

自己主張

自己表現

この「集団と個のかかわり」の活動は，相互交流として先の「思考の構造」で示したように，具体

的には，グループ交流，エンカウンター交流，パネルディスカッション，討論，ポスターセッション

等である。

② 「個に応じた学習」について

ところで，下図のように，「集団と個のかかわり」を大切にした個に応じた学習を進めることは，

今求められている学習論の最大の課題なのである。それには， 1つは，区個のもつ学習の個人差をど

うみるかである。認知心理学では，「学習者が外界からの刺激や情報を取捨選択して取り入れ，それ

を分類し，変換して記憶したり，判断したりして自分の知識の体系の中に組み入れていく認知過程」

を重視する。しかも，その操作の仕方には，個人差があることを認め，学習者それぞれの認知スタイ

ル，学習スタイルを考慮していくとしている。 2つには回個に応じた学習を集団と個のかかわりを大
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切にして取り組む学習方略及び支援方略は，「学習の効果を高めることを目指して意図的に行う行動」

であり，特に言語活動や学習習慣について研究を行うものである。

個に応じた学習

目 言語活動の充実による思考カ・判断

的 カ・表現力等の育成

体 ・事象の観察 ・実験 ・調査

験 ・見学 ・実体験 ・聞き取り等

① ・模型 ．続き絵 ・絵図 I 

・ペープサート ・写真

表 ・ホームページ

・絵地図 ・絵年表 ・鳥諏図

② •関係図・仕組み図・流れ図

現 ③ •新聞 ・紙芝居

・パンフレット • 3コマ漫画

口
言語活動・学習習慣

口学んだことを実社会や・実生活に発信

8 個人差のとらえ方

（ア）認知スタイル

場独立型 l場全体の全体的な影響を受けないで，特定の対象を容易に認知するタイプ。仲間の

□
 

考え方に影響されることが少なく，興味や好奇心に対する内発的な動機づけが強い。

場依存型 1場全体の影響を受けて，特定の対象を分離して認知するタイプ。他人の存在や考え

方に左右されたり，外発的な動機づけが強い。

熟慮型

□: 
衝動型

課題が不確かなとき，思慮深く，慎重に反応するタイプ。問題解決において無駄の

少ない解決行動で，よりよい方策を探す。

衝動的に思いつきで反応するので，拡散思考に向くが，非能率的な問題解決を示す。

（イ）学習スタイル

学習は，学習者の積極的な役割を認め，知的操作を強調し， しかもその操作のしかたに個人差があ

ることを認める。学習スタイルは，知覚・記憶・思考などの認知活動の様式に対する好みから， どん

な場面で， どんな学習活動に訴えて学習するのを好むかといった，学習環境，学習活動のスタイルを

いう。学習スタイルは，認知スタイル，学習方策を含めてとらえることができる。学習の個別化が強

調され，重視されていることから，学習スタイルも個人差の一つとして考えることができる。
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B 学習を効果的に行う方略

～ 学習材の開発による

〈学習方略〉

個に応じた学習 言語活動の充実による思考カ

・判断カ・表現力の育成

〈支援方略〉

集団と個のかかわり

言語活動の充実を図るコミュ

ニケーションカの育成

(6)「個に応じた学習」を支える言語活動と学習習慣

① 言語活動の充実

ア言語活動とは

〇言語活動の充実の在り方

① 事象への働きかけ

〇 観察・体験・調査・調べ

② 学習類型と学習材

0 教材反応習得学習

I 〇 反応類型活用学習

〇 課題選択探究学習

③ 表現と学習材

～情報発信のために～

① 学び方の系統と多様性と発達段階

② 学習スタイルと相互交流

③ 達成目標 「ラーニング目標」と

パフォーマンス課題，ルーブリック

研究テーマにある思考力の育成を考えていく際に，言語活動の充実ということは避けて通れない。

なぜなら，今回の指導要領の改訂においては，活用する力（思考カ・判断カ・表現力等）を育成するた

めに欠かせないものとして，言語活動の充実が図られた経緯があるからである。「個に応じた学習」

と「集団と個のかかわり」という学習論に入る前に，まず，社会科として言語活動の充実をどうとら

えたらよいのかということを明らかにしておきたい。

〇 言語活動にかかわる問題点

最近の実践において，言語活動の充実が一人歩き（自己目的化）して，文字どおり言語活動を取り入

れることに懸命で，思考カ・判断カ・表現力等を育むという本来の意図が必ずしも生かされていない

ことが問題ではないだろうか。思考カ・判断カ・表現力等は，「付けたい力」でありながら，「付い

ていない力」になりがちである。

〇 言語の役割は何か

各学校で子どもたちの思考カ・判断カ・表現力等をはぐくむためには， レポートの作成，論述

といった知識・技能を活用する学習活動を教科で行い，言語の能力を高める必要がある。言語の

能力は，（中略）子どもたちが他者や社会とかかわる上でも必要な力である。

（中教審答申より抜粋）

〈言語の役割〉 三
〇 子どもたちの思考カ・判断カ・表現力（＝知的活動（論理や思考）の基盤））

〇 子どもたちが他者や社会とかかわる上で必要な力

（ーコミュニケーシコンや感性，情緒の基盤）

〇 非言語コミュニケーションの重要性

人間はコミュニケーションを行う時，言葉を使い互いの感情や意思を伝えあってもいるが，「目は

ロほどにものをいう」といった諺にも示されているように，言葉よりも，顔の表情，視線，身振りな
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どが，より重要な役割をになっていることがある。日常的に人間は複数の非言語的手がかりを使いメ

ッセージを伝達しあっている。子どもたちが集団の中で他者とかかわる際に，言語によるコミュニケ

ーションと合わせて，非言語によるコミュニケーションも重視していかなければ，真の交流にはなら

なし‘。

イ 学習指導要領における言語活動のとらえ方

〇 今までとこれから

【今まで】 【これから】

学習指導要領総則 学習指導要領総則

「指導計画の作成に当たって配慮すべき事項」に 「教育課程編成の一般方針」に

0 0 0 0 0 0 0 
各教科等

語活動

0 教育活動全体でとらえる言語活動であるために

ウ 言語活動とは

言語活動

各教手等

0 0 

「教科等で学んだ基礎 ・基本の事項や内容を，実生活や実社会の事象とのかかわりの中で，自分の思

いや考えを目的をもった流れとして，論じ，語っていく活動」としてとらえる。

「国語科における言語活動の充実」と「他教科における言語活動の充実」のちがいは何か

0 国語科における言語活動の充実

・ 目的・手段の二重性

・ 言語能力の育成それ自体が目的

-----------------------------------------------------------. 
：．的確に理解し，論理的に思考し表現する能力

：．互いの立場や考えを尊重して伝え合う能力

：．感性や情緒

I 

I 

I 

＇ I 
I 

＇ ＇ ＇ '----------------------------------------------------------..: 

・ 思考カ・判断カ・表現力等を育成する手段

〇 各教科等における言語活動の充実

• 各教科等における言語活動は，教科のねらいを効果的に達成するその手段であるとともに思考

カ・判断カ・表現力等を育成する手段-言語活動の充実が（とりわけ国語科以外の教科では）それ自体を目的とするのではなく， 「思考力

・判断カ・表現力等をはぐくむ」ために取り入れられている。つまり，霞腿1瓦動ー一裂衷衷侵七-［嬰考力

・腿断ー一ーー一ーこ表現九雙空査成」ー一ーー姜闘雑猿麦婆二更段よぷ乳鑓襲t玖砂一ー一ーー，一
工 社会科においてどう言語活動の充実を図ればよいのか

〇 各学年の目標の改訂

「調べたことを表現する」→ 「調べたことや考えたことを表現する」

〇 言語活動の充実にかかわって重視したいこと

各学校においては，地域の実態を生かし，①児童が興味•関心をも って学習に取り組める よ う

にするとともに，② 察や二n査・見学などの体験的な活動やそれに基づく表 活動の一 の充実

を図ること。 （指導要領解説 社会科「指導計画の作成と内容の取り扱い」よ り抜粋番号下線は大嶋）
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①については，地域にある素材を教材化すること，地域に学習活動の場を設けること，地域の人

材を積極的に活用することなどに配慮した指導計画を作成し，児童が巽味•関心をもって楽しく学

習に取り組めるようにすることが重要である。児童が実物や本物を直接見たり触れたりすることを

通して社会的事象を適切に把握し，具体的，実感的にとらえることができるようにすることが大切

になってくる。このことが，社会科における言語活動の基盤となる。

②については，調査・見学，体験などによって分かったことや考えたことなどを適切に表現する

活動を効果的に位置付け，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする必要がある。

調べたこや考えたことを表現することを通して，思考力の育成が図られる。ここに言語活動充実の

意味がある。

〇 学習の進め方における具体的工夫

・ 問題解決的な学習の充実

・ 観察・調査や資料活用を通して必要な情報を入手して的確に記録する

・ 入手した情報を比較•関連付け，総合しながら再構成する

・ 考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合うことによりお互いの考えを深めていく

② 学習習慣の確立

〈学習習慣〉

「自主教材」は，子どもたちが自主的に収集した参考図・インターネットなどの資料を教材化した

ものであるが，子どもたちが資料を収集するのは，主に学校図書であったり，家庭であったりする。

そこでは，どうしても子どもによって，調べる資料の収集する意欲をもっての学習習慣が大切になっ

てくる。学習習慣を育てるとは，次のような要件が考えられる。

①授業がよく分かることが学習習慣の基盤となる。

②自分にもできるという成就感が学びの習慣づけになる。

③家庭学習が，授業とかかわりが深いほど学習習慣が育てられる。

④家庭学習の方法（学習ガイド等）が発達段階と応じて工夫されている必要がある。

⑤家庭学習は，学習習慣として，教師，家庭の励まし，認められることが効率を高める。

そして，子どもたちが仲良く協力的な関係の中で，安心•安定感のある学級・学校であることが大

切である。そんな中で，学習習慣（学習ルール）は学校全体で発達を踏まえながら大きな枠組みがあ

り，その枠組みの中で，学級の特色を出すという調和が必要である。学習の準備，話の聞き方，発言

の仕方，ノートの書き方，いろいろな活動の仕力など多様な場面で，学校のルールの中で学校として

教師と子どもが創り上げていくものである。

とにかく，教師は，「子どもが話し合いを楽しんでいるか」「子どもの思考をたくさん引き出して

いるか。「子どもの声をしつかり聞いているかを常に見て評価することが望まれる。」
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画研究主題探究の姿を「社会科ノート」に生かす

1 「見えにくい学力」の評価を社会科ノートで

(1)「見える学力」「見えにくい学力」の評価

現在，学力は，知識や技能にとどまらず学習意欲，思考力，判断力，表現力等を含むものというと

らえ方をし，その育成を重視した授業づくりが重視されている。

そのためには，次のような視点からの授業改善を行っていきたい。

0 通知表や指導要録の評定のためにだけあるのではなく，授業の中での形成的評価として機能さ

せる。

〇 評価は知識・技能といった見える学力だけでなく，思考力等見えにくい学力も評価対象にでき

るような評価方法を開発する。

(1)「見える学力」の評価

「内容知」における「見える学力」とは，主に都道府県名，主な山地，河川等の名称，歴史的事象

等の社会的事象についての知識・理解といった学んだ結果身に付いた知識であり，これはペーパーテ

スト等で測りやすい。このような基礎・基本の事項の理解の上に立ってこそ，その教科ならではの思

考が可能になることは明白である。

(2)「育てたい力（見えにくい学力）」の評価

その一方「育てたい力」としては，その子ならではの「基礎・基本の内容」が挙げられる。これは，

その子の学習過程での発言や表現物から，その子の思考の流れを読み取り確実に「定着」しているか

どうかを見取るわけであるから，テスト等では簡単には測れないものであろう。

また「方法知（学習力）」については，まさに「育てたい力」である。

学習力には，論述力，討論力，論理的思考力，問題を追究したり解決したりする力などがあるが，

それ自体，数値化が難しい。これらの力は，ポートフォリオやグループエンカウンター，ポスターセ

ッション等を体験していく過程で， しかも教師の適切な指導のもとに身に付いていく力でもある。

現在主としてなされている学習指導は，主として見える学力を数値化して，どの程度到達できたか

を見取り，少人数指導等の指導法の工夫・改善により，知識や技能の習熟度によって評価する傾向が

強く打ち出されているものである。しかし，それは一面的な取り組みでもある。

社会科授業では，自ら主体的に調べ，調べたことを効果的に表現し，表現と思考の連続によって社

会的事象の本質について考え，深めていく力を育てていくことを大切にしたい。そのためにも，「見

えにくい学力」の評価の工夫をより一層重視したいと考えたのである。

評価は，通知表や指導要録の評定のためにだけあるのではなく，授業の中での形成的評価として機

能させる。そして，評価は知識・技能といった測りやすい学力だけでなく，思考力等測りにくい学力

も評価対象にできるような評価方法を開発していくこととする。

測りやすい力 測りにくい力

知 識 1漢字・計算等 I基礎・基本の内容

（内容知）基礎・基本の事項表現

学習力

（方法知）

（社会用語）

ポートフォリオ

グループ・エンカウ

ンター

ポスターセッション

デイベート 等

そこで，子どもの行動や作品に着目し

て評価するものとして，パフォーマン

ス評価がある。ただ，その行動や作品

等を評価する基準が明示されない限り，

評価としての客観性や信頼性を得るこ

とはできない。そこで，この課題を克

服するものとしてルーブリック（評価

指標）づくりを考えている。

ルーブリックとは，学習課題に対す

る子どもたちの認識の質的な転換点に

基準を合わせて評価の指標を段階的に設定する試みでである。ルーブリックの研究実践を積んでいく

ことにより，より精度の高いルーブリックが作成され，到達目標の明確化による確かな学力の形成が
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なされるのではないかと考え，今後ルーヽブリックの開発を行っていきたいと考える。

2 相互交流の視覚化を図る社会科ノート ～思考の構造の視覚化を図る～

(1)相手に分かりやす<,自分の考えを表現する

相互交流に入る前に，まず自分の考えを相手にとって見やすいよう表現することが大切である。そ

れには， 2の表現の仕方で示した関係図，仕組み図，流れ図，新聞などの表現物をしつかりしたもの

にすることや思考操作（くらべる，つなぐ，かえるなど）のあとをノートなどに残しておくことが大

切である。相互交流には，まず，このことが前提になる。

(2)相互交流の視覚化を図る

相互交流は，音声言語で行われることが多いため交流後，どのような話し合いが行われたのか，交

流によってどのようにお互いの考えを深められたのかが見えにくいのが現状である。そこで，音声言

語での話し合いを文字化や図示化しながら，支援する方法について考えていきたい。

(3)視覚情報化のポイント

① 話し合いの手順を共有する

話し合いの方法が毎回異なるようでは，子どもたちも戸惑うことが多く，話し合いも深まりにくい。

そこで，いくつかの話し合いの方法をパターン化しておき，その手順について，教師と子どもが共有

しておくことが大切である。そのことによって，子どもたちは，話し合いにスムーズに入れるように

なる。

その共有の仕方であるが，クラスのあるグループをモデルとして，モデルの討議の進展に合わせて，

教師がその構造をリアルタイムで板書し，視覚情報化することで話し合いの手順・ポイントを理解す

る方法がある。

② 相互交流のあとを残す

相互交流のあとを残すと，グループによる話し合いがどのように行われたのかが視覚的に分かり，

子どもの理解が深まっていく。そのためには，いくつかの方法があるが，グループで 1枚の記録づく

りなども有効な方法である。

その記録をもとにしてさらに他のグループと交流を行うと，考え方が交流でき，自分の考えを広げ，

深めていくことができる。

3 「自己調整」の過程を社会科ノートに

(1)学習評価を「自己調整」の過程でとらえる

〈自己調整の過程〉
遂行・コントロールの段階

・注意の焦点化

・自己教示

・自己モニタリング
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自己省察の段階

・自己評価
•原因帰属
・自己反応

・適応
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「再構成の学習」は，学習を認知や情動といった個人的な過程だけでなく，人，環境，行動が相互

に関係し合って展開するとしている。このように，学習を認知や情動の過程としてとらえることの上

に，人と人とのかかわりや学校・家庭・地域，教育情報資料などの環境や体験，奉仕活動，社会参画

活動などの行動の過程としてとらえる学習を構想している。

そして，このことを学習評価の研究にあててみると，評価は学習過程における「自己調整」を図る
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過程としてとらえることができる。すなわち，結果主義の評価ではなく，学習の過程における 「過程

主義」に立つ評価であり，このことを自己効力感を高める「自己調整」の過程としてとらえたい。

さて，この「自己調整」についてであるが， 「自己調整」とは， 目標到達を目指し，思考や感情，

方略行動を自らが引き起こし，自己の内面を組織的，計画的に機能させていくことを指している。そ

して，自己調整は，下図に示すとおり， 「予見の段階」「遂行・コントロールの段階」 「自己省察の段

階」の3段階の循環的プロセスにより行われる。

予見の段階では，課題の認識，目標設立などがあり，遂行・コントロールの段階では， 目標達成に

向けての方策・実行，方策の修正などがあり，その間，メタ認知的なモニタリングと制御があり，自

己省察の段階へと進み，循環されていく。

そして， 「自己調整」の過程は，再構成の学習の過程でいえば，「計画」「遂行・意志的制御」「 自

己省察」であるが， 「自己評価」の過程でもある。自己評価は， 自己観察，自己反応， 自己判断の 3

つの相互作用で行われる。自己観察と自己反応は，自己評価を促すものであり，自己判断は，目標と

観察した自己の到達レベルとを比較することである。これらの「自己調整」する力の発達を次に図示

しておく。

〈自己調整する力の発達〉

観察的レベル

社会的な要因

模倣的レベル

学習者自身
自己制御レベル

自己調整レベル

社会からの影響

モデル

言葉による説明

社会的ガイダンス

フィードバック 自己からの影響

内的基準

自己強化

自己調整

自己効力感

信念

なお，ここでは，「自己効力感」について述べておく。自己効力感とは，一定レベルの行動を遂行

したり，獲得したりする能力に関する信念である。それは，人がある事態に対処する際，それをどの

程度効果的に処理できると考えているかという認知を重視し，一定の結果へ導く行動を自らやれると

いう期待を抱く自覚を生じる自信のようなものをさす。

(2)自己調整の方略

自己調整は，教室において様々なことを学ばなければならないが，それらはいくつかの特徴を共有

している。

① 方略の特徴

ヽ~

ア 方略は，特定の目標を達成するための意図的行為である。

イ 方略は，ルールに機械的に従ったりするものではなく，個人によって導入•生成される。

ウ 方略は，選択的かつ柔軟に実行され，認知的なスキルと動機づけに影響を受ける。

エ 方略は，社会的に支持される問題解決のコツである。

オ 方略は，重要な「トラブルシューティング」であり，意識的に適用され，共有される。

② 「自己調整」の過程を取り入れた学習の実施にあたって
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ア 教師による方略の説明とモデリング

単に知識を構成する出発点の役割をもち，教師による方略使用のモデリングの内容は，方略を構成

的に適用することになる。「モデリング」とは，象徴的な人物やキャラクターがモデルとなり，モデ

ルを観察することにより，感情，行動の変化のことをいう。

イ メタ認知的方略

思考や表現などの認知過程を調整する効果的な学習を促すことであり，学習の計画を立て（プラン

ニング），学習の進み具合をモニターし（自己モニタリング），その結果を自己評価する自己調整に

よる学習方策である。自己モニタリングとは，一定の学習手順によって，自己の活動をチェックして

いき，自己のアイディアをとりだしておく。

ウ 「自己観察」について

行動は，量，質，独創性といったことで評価される。自己観察は，情報的機能と動機づけ的機能を

もつ。特に，自己観察は，行動変容を動機づける機能をもっている。自分の行為を記録することで，

行動が明らかになり，どこに問題があるか知ることになる。

③ 自己評価

「自ら学び自ら考える力」を育むために，子ども自身による自己評価を取り入れることは，まず，目

標に向かって，自らの学習を自ら計画し，学習活動をモニターし， うまく進むように修正や方向付け

を行い，学習の成果をふまえて，次の学習へとつないで，自己調整が成立する上で，自己評価は欠か

すことのできない重要な役割を果たしている。

ア 学習者が目標を追求する際に必要なこと

大切なことは，学習者が， 目標の達成に向かって高まっていると思えることである。明確な基準が

あれば，課題の進度を自己評価することが可能である。しかし，多くの課題は，基準が明確でない場

合，進度がゆっくりしている場合など，自己評価が難しい。進度を知らせ，フィードバックする自己

評価ができれば，自己効力感や動機づけを高めることができる。

イ 自己内省過程

自己内省過程には， 3つある U 自己評価は，自己内省過程の 1つである。

0 自己モニターした情報を何らかの基準と比べて自己評価し，よければ先行しようとする。

0 自己評価で，不出来な遂行結果であれば，能力が不十分か，努力が不足しているかのせいにする

自己評価となる。

〇 不出来な結果をプラスの自己反応にする方略を工夫し，自己効力感を高める自己評価とする。そ

の場合，進歩の状態，自己評価に伴い「適切な自己基準」を設けることも考えられる。こうして，

自己効力感を高め，次なる進歩につながっていく。

ウ 自己評価の基準

自己評価とは，自己の行動を基準と比較することである。この基準は，教師，子どもあるいは両者

の合意の下で設定されたもので，その要素は次の通りである。

0 自己モニタリングの正確さ

〇 遂行の向上度（どれだけ伸びたか）

④ 自己評価で大切にしたいこと

〇 認知面と情意面が一体となった自己評価が効果的である。

0 自己の語り，日記，ポートフォリオなどが動的資質を繰り入れた自己内省の練習に役立つ。また，

ふり返りシートも役立つ。

0 自己評価には，認知的自己評価と情意的自己評価があり，子どもが自ら知識や技能を身に付けた

り，獲得した知識や技能を積極的に生かすには，「関心・意欲．態度」のような情意面が基盤とし

て育つことが大切である。

0 自己評価は，自分自身の学習過程について意識化し自己強化することを促し，自己調整を図って

しヽ<。
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(3)「自己調整」の過程を社会科ノートに

① 小単元の単元構成（学習活動）と評価規準

評価規準については，平成 22年 5月に文部科学省から「小学校，中学校，高等学校及び特別支援

学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」が出され，それを受け

て，平成 22年 11月に国立教育政策研究所より評価規準の作成のための参考資料が示された。

それらを受け，それぞれの単元において，観点別学習状況の評価に係る最適の時期や方法を観点ご

とに整理することが重要である。これにより，評価すべき点を見落としていないかを確認するだけで

なく，必要以上に評価機会を設けることで評価資料の収集・分析に多大な時間を要するような事態を

防ぐことができ，各学校において効果的・効率的な学習評価を行うことにつながると考えられる。

② 学習活動と評価基準（ルーブリック）

また，必要に応じて単元の中での学習活動に即した評価規準を設定するとともに，それらをどのよ

うな評価方法により評価するのかを具体的に示すことが必要になってくる。この時に必要になってく

るのが評価基準（ルーブリック）である。

③ 社会科ノートに評価（自己調整）

自己調整を図っていくためには，自己評価を単元を通して行っていく必要がある。子どもたちが日

常的に使っているノートで自己評価ができるよう，下の図のような評価カードの開発を行う。

自己評価で「自己調整」を図る（高学年用） （例）

自己調整の わたしの「すてき」カード
よくできた だいたいできた もっとがMまる

過程 ◎ 

゜
△ 

①目標設定 学習のめあてをもてた

②方略の計画 問題を解決する仕方の見通しをもてた

t ③興味 楽しく喜びをもって取り組めた

i ④自己効力感 自分のもっている力でやってのけられた

※各校でのめあて ・観点

※コメント記入欄

遂 ①注意の焦点化 めあてに向かって集中できた

行
②自己教示 自分でよい資料を選ぶことができた． 

コ
ン ③自己モニタリング 自分の思いや考え方をノートに表せた
卜
ロ

④自己効力感 自分で考えたことがうまく進んでいるI 
ル
の
段
階

①自己評価 自分の考えを表し，主張できた

自
②協働 仲間とのかかわりが深まった

己 ③創意 自分らしい課題を見つけ，調べられた

t ④自己効力感 まとめたことに満足できた
の

畠
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【評価規準を単元構成に位置付けた実践事例】

第 5学年 小単元名「くらしを変える情報ネットワークの秘密」
1 評価規準

社会的事象への関心・意欲・態度

① 情報化した社会の様子に関心

をもち，意欲的に調べている。

② 社会の情報化の進展に関心を

持ち，情報を有効に活用しよう

としている。

2 単元構成（全8時間）

第1次

社会的な思考・判断・表現

① 情報化した社会の様子について学

習問題や予想，学習計画を考え，記

述している。

② 調べたことを相互に関連づけた

り，情報の活用の仕方と瀬戸内国際

芸術祭の入場者数の変化とを関連づ

けたりして考え，情報活用の方法に

ついて自分なりに根拠を挙げて説明

している。

「情報ネットワーク」について教科書を概観し，学習問題を設定す

ることができる。 (2時間）
------------------------------------
◎ 教科書を概銀し，情報ネットワークが生活や医療，防災，

福祉，教育など様々な場面で使われていることをつかむ。

◎ 学校の PTA携帯連絡網を例にそのしくみについて調べ，模

式図に表す。

◎ 自分たちで情報を生かし，香川のよさを情報発信する計画

を立てる。

〇 学校の PTA携帯連絡網は，緊急時の連絡手段として日常的

に使用されている。ネットワークの特性として，即時性，

同時性などが挙げられる。

〇 瀬戸内国際芸術祭には，多くの県外の方が瀬戸内海の島々

に来てくれた。そのの成功は，情報ネットワークの力だと

も言われている。自分たちも，もっと香川の誇る瀬戸内の

よさを積極的に発信したい。

発言の内容や話し合いの様子，ノートの記述から，「芸

術祭が成功に終わったのはどうしてか調べようという意

欲をもつことができ たか」 「自分なりに学習問題をつく

り，予想を立てることができたか」を評価する。

【関一①）【思一①】

パフォーマンス課題

瀬戸内国際芸術祭に大勢の観光客が訪れたのはどうし

てか調べ，それをもとにして，瀬戸内のよさを積極的に

情報発信するホームページをつくろう2

〇 放送や新聞などの情報産業が，国民に様々な情報を提供

し，国民の多くがそれらを多方面で利用している。

〇 情報ネットワークの働きが，公共サービスの利用のため

に，大いに活用されている。

〇 情報化の進展が国民生活の向上や産業の発展に大きな影

響を及ぼしており，情報の有効な活用が今後の社会にと

って重要である。

（表記：関一①，思一①，技一①，知一①）

観察・資料活用の技能 社会的事象についての知識・理解

① 資料やインターネットを活用 ① 情報ネットワークを有効に活

したり，聞き取り調査を行った 用して公共サービスの向上に努

りして，情報化した社会の様子 めている取組の様子を理解して

について必要な情報を集め，読 いる。

み取っている。 ② 情報化の進展は，国民の生活

② 調べたことを整理して，図表 に大きな影響を及ぼしているこ

や作品などにまとめている。 とや情報の有効な活用が大切で

あることを理解している。

第2次

様々な情報ネットワークについて調べ，情報ネットワークの特性につ

いて理解することができる。 (4時間）
-------------------------------------
◎ 生活，医療防災，福祉，教育の事例として，それぞれ瀬戸

内国際芸術際におけるインターネットの利用，医療ネットワー

ク，防災ネットワーク，情報通信ケープルでの在宅見守りシス

テム，図書館検索システムについて調べ，ネットワークを模式

図にまとめる。

◎ お互いのネットワーク図を交流し，それぞれの特色を明らか

にする。

〇 情報ネットワークは，それぞれの用途に応じて，ネットワー

クの特性を生かして活用されている。

〇 瀬戸内国際芸術際は，当初の予想の 3倍以上にもなるおよそ

9 3万人もの人々が瀬戸内の島々を訪れた。これは，情報ネッ

トワークの力ともいわれている。

ノートの記述から，「調べたことを整理して，情報ネット

ワークのしくみを図にまとめることができたか」「情報ネ

ットワークを有効に活用して公共サービスの向上に努めて

いることを理解できたか」を評価する。［技一②】【知一①】

第3次

瀬戸内国際芸術祭が成功した要因を分析して調べ，自分なりに根拠を

もって説明することができる。 (2時間）
. ＿ --------．~ ・----------＿ ---_ --＿ ----

◎ 瀬戸内国際芸術祭が成功した要因について考える。

〇 瀬戸内国際芸術祭が成功した要因の一つには，情報ネットワー

クの大きな力がある。

0 新聞やテレビ・ラジオなどのメディアも大きな役割を果たし

た。

0 ロコミなどで訪れるお客さんも多い。また， リピーターが多い

のも特徴である。

〇 情報ネットワークの力だけでなく，島そのものや芸術に魅

力があったことも成功の要因である。

発言の内容や思考図から，「芸術祭に多くの人々が訪れた理

由を，これまで調べてきたことを相互に関連づけ，自分なり

に根拠をもって説明できたか。」を評価する。

【関一②】【思一②】
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〈自己評価カードを使用した具体例〉

① 単元「くらしを変える情報ネットワークの秘密」 の評価規準

社会的事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 社会的事象についての知識・理解

① 情報化した社会の様子に関 ① 情報化した社会の様子について ① 資料やインターネットを ① 情報ネットワークを有効に

心をもち，意欲的に調べている。 学習問題や予想，学習計画を考え， 活用したり，聞き取り調査を 活用して公共サービスの向上に
② 社会の情報化の進展に関心 記述している。 行ったりして，情報化した社 努めている取組の様子を理解し

を持ち，情報を有効に活用しよ ② 調べたことを相互に関連づけた 会の様子について必要な情報 ている。

うとしている。 り，情報の活用の仕方と芸術祭の入 を集め，読み取っている。 ② 情報化の進展は，国民の生
場者数の変化とを関連づけたりして ② 調べたことを整理して， 活に大きな影響を及ぼしている
考え， f青報活用の方法について自分 図表や作品などにまとめてい ことや情報の有効な活用が大切
なりに根拠を挙げて説明している。 る。 であることを理解している。

②
 

「再構成の学習」 の過程における自己調整による自己評価

①予見の段階
（問題づくり）

②遂行・意志的制御の段階
（課題追究）

③自己省察の段階
（論述）

社
会
科
ノ
ー
ト

学習活動

◎ 教科書から，情報ネットワークが

生活や医療など様々な場面で使われて

いることをつかみ，学習計画を立てる。

［関一①】

◎ PTA携帯連絡網から，ネットワ

ークの特性をつかむ。

こ二」

◎ 教科書の複数の事例について，そ

れぞれのネットワークの特性を模式図

にまとめる。 【技ー逗）】

◎ 瀬戸内国際芸術祭が成功した要

因を情報ネットワークの点から考え

る。 【思一②J

一
虹

J

7
 

’

-

に

｛しニ

,7

釈”丑い
ir ソ

ネ
‘[

-
謳
硲
ぞ

i

評
価
基
準
（

ルーブリック

3 がの瀬訪視もれ点戸ち合内たか，い自理国らに分際つ由進か芸かをんら術情も学で祭報う習参ネにと計加多いッ画でくうトをきのめワ立人ーてあて々ていク， 

畠し
る。

画学き習がのめ的あてはかも立てているが
計 部話分にし て加ることが

2 で ずな， し合いへの参 も十分
ではい。

学習らのめ学あてがしつかりつかめ
てお ずな， 話習計合画を立て参るこすと

1 ができと い。 し い に も 加
るこ が難しい。

教科書の 1つ 1つの事例すについ
てネ，その特性がはっまきり るよう

3 に あットワーク図文に とめ その
図きに った説明 を書くことがで

ている。

教科書の 1 つ 1 つの事例〗につい
てその特性がはっ るよう
に，ネ文ッ章まトワーク図にまきとり てい難る

2 が， によって説明するのが
しい。 たネは， いくつかの事例特に
ついては，り なットワーク図の 性
がはっき しい。

教難科く書の事例トを理解クす図ることが
1 難とし ，しネッ ワー を書くこ

がし‘。

3 
iのいき自五丈分メろる． がわデのなせ組論かィ理アみてり合，のをと学特作なわ質せんるり基で上をを本考考げき的たええるそなてなこデれ，がとーぞいがられタろ， で

2 分通IでCム品手あしがわにてるせ。かみしかよるり合ととうなっとはてつるお基なし本てがら的いずりな，がるデ全が不ー体十，部分タを

1 論のタる理手読意に合識がみを展か取わがせ薄開りりがていとし。不理なて十いる由自基分分をる本。な考の的た思えいなめよデ'込っ・ーデみとーすでタ

対

応

2 :課題解決への見通しにつ
いて助言する。

1 :学習の方向性について教
師とともに考える。

2:教師に説明する体験を通
して言語化を図る。

1 :場面絵を活用してネット
ワーク図にまとめる。

2 :大きな視点で考えてみ
るよう助言する。

1 :教師に説明させること
により，理解を深める。

自己評価

学習のめあてをもてた ◎ 

問題を解決する仕方の見通し
△ 

をもてた

楽しく喜びをもって取り組め

゜
た

自分のもっている力でやって

゜
のけられた

めあてに向かって集中できた ◎ 

自分でよい資料を選ぶことが
◎ 

できた

自分の思いや考え方をノート

゜
に表せた

自分で考えたことがうまく進
△ 

んでいる

自分の考えを表し，主張で
△ 

きた

仲間とのかかわりが深まっ
◎ 

た

自分らしい課題を見つけ，

゜
調べられた

まとめたことに満足できた

゜
対

応

△に対して
教師とともに解決の手順につ
いて考える。

△に対して
何がうまくいっていないのか
教師とともに考える。

△に対して
グループなど小集団で発表
させ，成功体験を積ませる。
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4 学校評価につなぐ学習評価

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」

においては，「各学校における学習評価は，学習指導の改善や学校における教育課程全体の改善に向

けた取組と効果的に結び付け，学習指導に係る PDCAサイクルの中で適切に実施されることが重要

である」と述べられている。

報告において PDCAサイクルが強調された背景には，学習評価において妥当性・信頼性を確保す

るという課題，さらには教師の負担感の問題が指摘されている現状がある。では，どのように取り組

めばよいのだろうか。次に例を示す。

Planの段階

Doの段階

1年後に具体的にどのような資料によって教育課程改善の成果を評価するのか

計画する。「思考カ・判断カ・表現力」が課題なのであれば，それを発揮させる

ような課題（パフォーマンス課題）を具体的に計画しておく。できれば，事前に児

童の反応を想定したルーブリックを作成しておけば，指導に生かすことができる。

教育活動を実施しつつ，成果を示す資料を収集しておく。授業の際，児童の反

応を想定したルーブリックに基づき，子どもの反応を見取ることで，指導に生か

すことができる。

Checkの段階 1 どの程度のパフォーマンスが行われていれば，満足できるのかを示すルーブリ

ック（評価指標）づくりに協同で取り組むことが有効である。このことにより，職

員間で付けたい力が共通理解され，評価の妥当性・信頼性が高まる。

ルーブリックを児童にも自己評価の指針として示すことで，学習を改善するこ

とかも期待できる。

Actionの段階| Checkの段階で出された知見を生かしつつ，さらなる指導の充実や指導計画の

改善を図る。

以上のような過程をふむことによって，児童の学習評価は，そのまま学校における教育活動全体の

改善につながる学校評価の枠組みの中核に位置付くのである。

固研究主題を支える基本資料

(1)研究大会「社会科をひらくカリキュラム論」資料

研究主題設定の理由 |「社会科をひらく」カリキュラムによる研究を基盤にしてI
今起きている環境問題一つをとっても，ある自然現象として現れているもののなかには，社会科学的な側面から

とらえることも必要になっていることは明らかである。また，その逆も言えるのではないだろうか。

つまり，今日ほど複雑化した社会構造の中では，一人ひとりの人間が生きるという現実においては，諸科学の分

化というよりはむしろ，諸科学の総合を含まなければならないということである。これは，小学校社会科が総合社

会科としての性格を有していることと価値を同じくする点である。

こうした点から，社会科の内容を考える際には「社会科をひらく」という視点が大切になってくる。

従来までのように 3年生の「わたしのまち，みんなのまち」は主として地理的内容から， 4年生の「郷土の開発」

は歴史的内容から迫る等といった単元の特色に応じて地理的内容，歴史的内容，公民的内容を分けてそれぞれの内

容から迫っていくという領域別学習からの脱却を図りたい。
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i そして，真に実社会，実生活に生きて働く資質・能力を育成するためにも，社会諸科学（地理学，歴史学，政治
i 
i学，経済学，社会学等）を相互に横断した（ひらく）内容から迫るだけでなく，人文科学，自然科学等，他科学の

！研究成果も同時に取り入れる（ひらく）ことによって，いわば社会事象を総合的な側面から考察できるように「ひ

らかれた社会科学習」を創造していくこととする。

こうした基本的な考え方の上に立って，年間指導計画案（試案）の作成を行い，子どもたち一人一人の学力向上

を目指した「社会科経営の構想」を創っているところである。

また，これまで学校と家庭の連携の要となる「社会科ノート」を通じて，「見える学力」である知識・理解のみ

を重視した研究だけではなく，「育てたい力（見えにくい学力）」といわれる思考カ・判断力，資料活用の技能・表

現等も大切にした学力向上に向けての取組を行い，学校評価としての説明責任・結果責任にもつながる研究を行っ

ている。さらに，学校週五日制のもと，子どもたちにある程度自由に活動ができる時間的余裕が与えられた中での

自己の学びの充実をどう図っていくかが，学習習慣の形成，学習意欲の向上と大きくかかわって問われている。

そこで，家庭学習の充実のための方策，学校と家庭，地域との協働型学習への転換等という視点から，学習指導

の工夫・改善を図っている。

今後とも前述した研究の方向を大切にしつつ， 1単位時間の授業改善のための研究実践にとどまるのではなく，

＇各学校の学校改善に寄与する香川県小学校社会科経営に向けた研究を進めていきたいと考えている。

i. •一••一..一..一••一..一..一..一..一..一..一..一..一..一..一• •一..一• •一• •一••一..一..一..一..一..一..一..一..一..一••一• •一• •一..一••一..一••一..一..一• •一• •一• •一• •一..一..一••一..一..一..一..一.. 

(2)平成21年度「学ぶ意欲を高める学習の工夫」の研究から

〈主張点①〉指導計画に教科書教材・副読本教材の活用を重視して，社会科授業の日常化を図る

社会科学習を意欲をもって学習する，それも日常化していくためには，どの学校もどの子どもも教師も保護者

も手元にある「教科書教材」を有効に活用することによって社会科授業の日常化を図っていくことを模索したい。

「教材」は，「素材・資料」を学習として意味あるものとして解釈し，値打ちあるものにして活用するものである。

これが教師の「教材観」なのである。教科書教材を使って， どう現象を見取り，どう考え，どのような意味として

とらえ，そして，自分の考えを表現するかが教材を値打ちあるものにできるのである。このことを「教材の構造化」

としてとらえていきたい。

この「教材の構造化」を 2つの点から考えたい。

1つは，教科書教材の「基礎・基本の事項と内容」の構造化である。教科書教材を①基礎・基本の内容は何か②

それを支える基礎・基本の事項は何かで分析し，関係づけ，構造づけること「知識の構造」というものである。

2つは，教科書教材を学ぶ意欲づくりの「何を」と「どのように」から，学びの内容と方法によって構造づける

ものである。これは，「思考の構造」と言えるものである。個に応じて見つめ，考え，表す喜びから真の分かる喜

びを味わうことのできる構造づけを問いたいと考えている。

そして，香社研「社会科をひらくカリキュラム」は，香川県下各校が作成する社会科指導計画の基盤となるもの

である。実際の授業にあたっては，地域や学校や子どもの実態に応じて，指導計画を改善・作成しなければならな

い。「学ぶ意欲」を高めるには，まず，指導計画の改善が強く求められる。

現在，教育現場では，どの教科等の授業においても教科書等を使った一斉授業が行われがちではないだろうか。

中には，教科書をなぞるような授業，教師用指導書による単元計画・学習計画による授業でよしとしていることも

あるのではないだろうか。そのような場合，教師もつまらないと思いながら授業をするようになる。これでは，学

習意欲は決して起こらない。学ぶ意欲を高めるには，まず教師が「これはおもしろい。」「日常生活や社会とつなが

り，子どもの将来の夢や職業にもつながっている。」「知的好奇心も効力感がもてる」と感じられるような『教材の

値打ち』が重要な鍵をもつ。ネタ的な教材を教師が与えるのでは，その一時の意欲づくりにしかならない。

i 教師の意識が変わるきっかけは，授業改善によって子どもの反応が大きく変わる瞬間である。これはおそらくど

iの教師にも共通する内発的なきっかけである。その点でカリキュラムマネジメントは，「論より証拠」を求めてい
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る。その証拠では，授業改善の効果を示すごとが必要である。

それは，教員がチームで授業を起点にカリキュラムを改善する試みである。授業技術の改善のみならず，単元や

年間指導計画の改善も視野に入れる必要がある。

〈主張点②〉「学ぶ意欲」を高めるとは～「子ども主義」に立つことである～

子どもは，対象に思いや願いをもつことができれば， 自ずレ意欲が高まり，自ら進んで活動したり，活動そのも

のに喜びを感じたりして，主体的にねばり強く活動する。それは，何かやりがいのあることを成し遂げたいという

欲求，達成動機があるからである。「動機づけ」とは，何らかの行動を引き起こし，ある方向に向け，それを持続

させる過程と定義されている。また， 「達成動機Jとは，活動の結果，成功や失敗として表れるような場面におい

て，できるだけ高いレベルでものごとを成し遂げようとする動機で，いわゆる「やる気」である。そして，達成動

機が高い子どもは失敗を恐れず成功を求め，自分の能力に適した少し難しい課題に挑戦する。一方，達成動機の低

い子どもは，失敗を避けようとする気持ちが高く，確実に成功する課題か，ほとんど成功の見込みがない課題を選

ぶと言われている。

さて，「動機づけJには，外発的動機づけと内発的動機づけがあるとされている。外発的動機づけは，何か物質

的な賞罰とか賞賛・叱責におる動機づけであり，内発的動機づけは，ある活動をすること自体を自己目的的に求め

る欲求による動機づけである。そして，外発的動機づけと内発的動機づけについては，内発的動機づけを重視する

のであるが，この 2つは対立的に捉えるのではなく，連続的に移行すると考えたり，対象への働きかけのちがいに

よって捉え方を上夫して生かすというカウンセリング的な考えを取り入れたりすることが望まれる。

内発的動機付けの柱は，知的好奇心である。「知的好奇心Jには，拡散的好奇心と特殊的好奇心がある。拡散的

好奇心は，多様な幅広い情報に方向性をもたずに働きかけ，興味•関心のある情報に知的に好奇心をもつものであ

り，特殊的好奇心は，集中的に事象を追求する好奇心である。拡散的好奇心は創造的思考力を，特殊的好奇心が論

理的好奇心を育てるもとになるものと言える。

ところで，現実の学級では，外発的動機づけに片寄ったり，外発的動機づけも内発的動機づけももたないほどに，

学ぶ意欲を失いかけている子どもたちがいるのではないだろうか。いくら，教師が教材の価値を研究して生かそう

としても，その働きかけに応じようとしない子どもが何人かいる傾向になってはいないだろうか。いったい，何が

子どもたちの学ぶ意欲を失わせているのかが課題なのである。おそらく，個々に応じた基礎学力が身に付く学習で

なかったり，学習習慣が形成されていなかったり，心身の健康上の問題があったりなど様々な要因によるものであ

ろう。

しかし，多くの場合， 自己効力感，自尊感情が弱くなっていることが大きいのではないだろうか。自分の能力に

対する自信やよさをもつことが失われつつあるからであろう。「自己効力感Jは，効力期待から効力期待結果によ

って育てられる。効力期待は， ‘-んな活動や練習などに取り組むことによって効力結果を期待する感情であり，成

果を上げる結果を得るよう活動や結果などに取り組もうとする感情である。自己効力感を高め，「わかる」ことが

「喜び」に結びつく学習は，そう簡単に実現しない。今までの仕方や考え方で「わかる」のでは，「喜び」になら

ない。個人差，個性差に応じ，新しい知識なり技能なりを獲得することで「喜び」を得るものでなければならない。

そこには，当然目的意識，問題意識をもつ解決・探究の過程が条件となる。

以上，「学ぶ意欲を高める」研究を支える「論」を述べてきた。このことを項目でまとめると，次の通りである。

〇 動機づけは外発的動機づけと内発的動機づけがあり，内発的な動機づけを重視する。

〇 内発的動機づけの柱は，知的好奇心であり，拡散的好奇心は創造的な思考力を特殊的好奇心は論理的思考力

を育てるもとになる。

0 自己効力感は，やる気をもって喜びに結びつく学びを求めるという効力期待と特殊結果期待により，高めら

れる。

〈主張点③〉「学ぶ意欲」を高める考えを学習過程でとらえる

学ぶ意欲を高める学習の過程は，①問いをもっ，②問いを追求する，③問いを広げるといったそれぞれの段階に

分けて考えることができる。
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9 9 ! i① 問いをもつ……・子ども自らが生み出すことが大切，追求への意欲を育てることが中心 i! 
9② 問いを追求する・・・表現活動を中心に据え，学び方を援助，交流の場を工夫することが大切 ， 
i ③ 問いを広げる・・・・・伸びを認める，社会の一員としての自覚，次の学習への出発点
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(3)平成22年度「学習材の開発により，集団と個のかかわりを深める」の研究から

〈主張点①〉「学習材の開発」～教材を学習材にすることで「思考の構造」を明らかにする～

①教材と学習材

「教材」とは，教科書教材に代表されるように，ある一定の目標を実現するために，基礎・基本の事項や内容を

精選して取り入れた素材である。それに対して，「学習材」とは，個に応じた学びができる教材であり，「操作材」

ともいえる。

②教材の構造」を明らかにする

教材は， どの教科等も学問的内容を子どもの発達や巽味の実態に合うよう科学や芸術・文化から選ばれたもので

構成されており，①「共通教材」として教科書・補助教材 ②「自主教材」として子どもが自主的に活用する参考

図書，インターネット，その他の資料 ③「教師教材」として教師・専門家などが提供する資料があげられる。と

ころで，教材は，「素材・資料」ではない。教材は，学習の目標を達成するよう素材・資料を発達に合わせ精選し，

価値づけたものである。このことから，①は教育法規に定められた教材であるのに対し，②と③は素材・資料を教

材化しなければ「自主教材」「教師教材」にはならない。

学習材の開発に合わせて，「思考の構造」（子どもが思考する道筋）を明らかにすることを研究する。その中心と 1

して，「思考図」（シンキングマップ）の活用を置き，研究したことが日常の授業場面で具体的に活用できるよう配！

慮する。

③ 教材を学習材として「思考の構造」を明らかにする

〈主張点②〉個に応じた学習と集団と個のかかわり

～個に応じた学習を進めるよう「集団の中での個のかかわり」を明らかにする～

①「集団と個のかかわり」とは

集団の中で個と個が引き合う意味を考えてみたい。これには， 2つの様相がある。 1つは，集団の中での個のか

かわりが「個性」を育てることになることである。すなわち，個性を生かし，伸ばすことを，子のよさを伸ばすと

考えたい。 2つには，集団の中での個のかかわりが，「集団の中での生きる力」を育てることになることである。

②「個に応じた学習」について

ところで，「集団と個のかかわり」を大切にした個に応じた学習を進めることは，今求められている学習論の最

大の課題なのである。

③ 「個に応じた学習」を支える言語活動と学習習慣

ア 言語活動の充実

研究テーマにある思考力の育成を考えていく際に，言語活動の充実ということは避けて通れない。なぜなら，今

回の指導要領の改訂においては，活用する力（思考カ・判断カ・表現力等）を育成するために欠かせないものとして，

言語活動の充実が図られた経緯があるからである。言語活動を 「教科等で学んだ基礎・基本の事項や内容を，実生

活や実社会の事象とのかかわりの中で，自分の思いや考えを目的をもった流れとして，論じ，語っていく活動」と

してとらえる。

イ 学習習慣の確立

「自主教材」は，子どもたちが自主的に収集した参考図・インターネットなどの資料を教材化したものであるが，

子どもたちが資料を収集するのは，主に学校図書であったり，家庭であったりする。そこでは， どうしても子ども

によって，調べる資料の収集する意欲をもっての学習習慣が大切になってくる。
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i研究主題を探究する具体策 , I 
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(4)「思考力の育成」にかかわる国の施策

◎ 中央教育審議会答申（平成20年1月）より抜粋

5. 学習指導要領改訂の基本的な考え方

(4)思考カ・判断カ・表現力等の育成

0 3で示した子どもたちの学力に関する各種の調査の結果は，いずれも知識・技能の活用など思考カ・判断力

・表現力等に課題があることを示している。今回の改訂においては，各学校で子どもたちの思考カ・判断カ・表

現力等を確実にはぐくむために，まず，各教科の指導の中で，基礎的・基本的な知識・技能の習得とともに，観

察・実験やレポートの作成，論述といったそれぞれの教科の知識・技能を活用する学習活動を充実させることを

重視する必要がある。

（中略）

〇 現在の各教科の内容， PISA調査の読解力や数学的リテラシー，科学的リテラシーの評価の枠組みなどを

参考にしつつ，言語に関する専門家などの知見も得て検討した結果，知識・技能の活用など思考カ・判断カ・表

現力等をはぐくむためには，例えば，以下のような学習活動が重要であると考えた。このような活動を各教科に

おいて行うことが，思考カ・判断カ・表現力等の育成にとって不可欠である。

①体験から感じ取ったことを表現する

②事実を正確に理解し伝達する

③概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用したりする

④情報を分析・評価し，論述する

⑤課題について，構想を立て実践し，評価・改善する

⑥互いの考えを伝え合い， 自らの考えや集団の考えを発展させる（例示は省略）

〇 これらの学習活動の基盤となるものは，数式などを含む広い意味での言語であり，その中心となるのは国語

である。しかし，だからといってすべてが国語科の役割というものではない。それぞれに例示した具体の学習活

動から分かるとおり，理科の観察・実験レポートや社会科の社会見学レポートの作成や推敲，発表・討論などす

べての教科で取り組まれるべきものであり，そのことによって子どもたちの言語に関する能力は高められ，思考

カ・判断カ・表現力等の育成が効果的に図られる。

このため，学習指導要領上，各教科の教育内容として，これらの記録，要約，説明，論述といった学習活動に取

り組む必要があることを明示すべきと考える。

◎ 学習指導要領解説総則編より抜粋

第 1章総説

2 改訂の基本方針

②知識・技能の習得と思考カ・判断カ・表現力等の育成のバランスを重視すること。

確かな学力を育成するためには，基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させること，これらを活用して課

題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくむことの双方が重要であり，これらの

バランスを重視する必要がある。

このため，各教科において基礎的・基本的な知識・技能の習得を重視するとともに，観察・実験やレポートの

作成，論述など知識・技能の活用を図る学習活動を充実すること，さらに総合的な学習の時間を中心として行わ

れる，教科等の枠を超えた横断的・総合的な課顆について各教科等で習得した知識・技能を相互に関連付けなが

ら解決するといった探究活動の質的な充実を図ることなどにより思考カ・判断カ・表現力等を育成することとし

ている。また，これらの学習を通じて，その基盤となるのは言語に関する能力であり，国語科のみならず，各教

科等においてその育成を重視している。さらに，学習意欲を向上させ，主体的に学習に取り組む態度を養うとと

もに，家庭との連携を図りながら，学習習慣を確立することを重視している。

第 3章教育課程の編成及び実施
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第5節 教育課程実施上の配慮事項

2 体験的・問題解決的な学習及び自主的， 自発的な学習の促進

(2)各教科等の指導に当たっては， 体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用した問題解決的な学習

を重視するとともに，児童の興味•関心を生かし，自主的，自発的な学習が促されるよう工夫すること。

これからの学校教育においては，変化の激しいこれからの社会を考えたとき，また，生涯にわたる学習の基礎

を培うため，基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着とともに，それらを活用して課題を解決するための思考

カ・判断カ・表現力等の育成を重視した教育を行うことが必要であり，児童がこれらを支える知的好奇心や探究

心をもって主体的に学習に取り組む態度を養うことは極めて重要である。このような資質や能力を育成するため

には，体験的な学習や基礎的・基本的な知識・技能を活用した問題解決的な学習を充実する必要がある。

◎ 学習指導要領解説社会編より抜粋

第 1章総 説

2 社会科改訂の趣旨

また，実際の授業では，問題解決的な学習などを一層充実させることや，観察・調査や資料活用を通して必要

な情報を入手し的確に記録する学習，それらを比較•関連付け，総合しながら再構成する学習，考えたことを自

分の言葉でまとめ伝え合うことによりお互いの考えを深めていく学習など言語活動の充実を図ることを求めてい

る。

第2章社会科の目標及び内容

2 学年の目標

(2)各学年の目標の系統

③能力に関する目標

社会的な思考力や判断力について，第 3学年及び第 4学年では，地域社会の社会的事象の特色や相互の関連な

どについて考える力を，第 5学年では，社会的事象の意味について考える力を，第 6学年では，社会的事象の意

味をより広い視野から考える力を育てるようにすることを求めている。表現力については，いずれの学年におい i
ても，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにすることを求めている。 ： ＇ ！ 

...一..一..一..一..一..一••一..一..一..一..一..一..一..一..一..一..一..一••一..一..一• •一• •一..一..一..一..一..一..一..一..一..一..一..一••一..一..一..一..一..一..一..一..一..一..一••一..一..一.. 
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平成22年度事業報告

1 定例研究集会

0 6月定例会（丸亀）
月日 6月 26日（士） 9:30'"'-'11:30 
場所 丸亀市綾歌町栗熊コミュニテイセンター

・ テーマ 自分づくりの社会科学習

一基礎基本の定着と自ら学ぶ問題解決能力の育成を求めて一
・ 提案者 岡野雄太郎（丸・垂水小）

第 3学年「学校のまわりの絵地図をつくろう」
・ 司会者 馬場直明（丸・飯野小）
・指導者 山崎敏和先生 森昭二先生

0 7月定例会（高松西・南）
月 日

場 所
・ テーマ

・ 提案者

・ 司会者
・ 記録者
・ 指導者

7月 10日（土） 9:30,...,_,ll:30
高松市市民防災センター

『社会科』における思考力の育成を図る
一子どもの学習意欲を大切にし，読解力と豊かな言語活動の
展開による日々の授業実践の充実を目指して一
高松西姫田朋樹 （亀阜） 轟秀明（下笠居）

高松南中尾美方子（林） 森口英樹(+河）
第 6学年「源頼朝と鎌倉幕府」

大奥洋介（円座）
藤澤大地（多肥）
植松勝先生 岡本英孝先生

0 9月定例会
•月日

（三豊・観音寺）
9月 25日（土） 1 4 : 3 0~  

・場所
・ テーマ

・ 提案者

・ 司会者
・ 記録者
・ 指導者

三豊市豊中町芙蓉文化の里館（豊中町図書館）
個が育ち，生きる社会科学習の創造

一考える力をつけるための社会科学習をめざして一
出濱大資 （観・豊浜小） 藤本博文 （三•本山小）

第4学年「水はどこから」
合田 雅気 （観・ーノ谷小）
萬亀弘吉 （三・下高瀬小）
前田闇次先生 森昭二先生

0 1 O月定例会 （高松東）
•月日 1 0月 16 Fl （土） 9 ： 3 0~  1 2 : 0 0 
・ 場 所 古高松コミュニテイセンター

・ テーマ 『社会科』における思考力の育成を図る
一子どもの学習意欲を大切にし，読解力と豊かな言語活動の
展開による日々の授業実践の充実を目指して一

・ 提案者 間嶋大輔（屋島東小）真鍋長嗣（栗林小）
第 5学年「自動車をつくる工業」
ー自動車工場と消費者をつなぐ自動車整備工場一

・ 司会者 樫原一宏（中央小）
・ 記録者 篠原絵里香（栗林小）

・指導者 関根建ー先生 小原敏昭先生

0 1 1月定例会 （坂出・綾歌）
•月日 1 1月 13日（土） 9 ： 0 0~  
・ 場所 綾歌町立羽床小学校
・ テーマ 分かる喜びを実感できる社会科学習の展開

一体験的な学習・問題解決的な学習の充実を通して一
・ 提案者 西尾由加（綾・昭和小） 宮武克明（綾・宇多津北小）

第 6学年「源頼朝と鎌倉幕府～ー所懸命 農村に住む武士の暮らし～」
・ 司会者 福家寿夫（坂・東部小）
・指導者 唐木裕志先生 大谷伸一先生
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2 夏季研修会

•月日 7月 28日（水）
・ 場所 さぬき市志度音楽ホール

志度社会福祉センター
さぬき市志度構造改善センター

・ 内 容 提案発表，「教材の構造」「思考の構造」つくり実践演習分科会，講演
・ 提案者 本部提案 ：大嶋和彦（附高小）

さぬき・東かがわ支部提案：永坂 邦彦

分科会 I：実践提案発表

分科会 単元名 授業提案者

第 3学年
工場の仕事 教諭仲内ゆかり

「日本一の手袋のまち・白鳥」 （東•本町小）

第4学年
水はどこから 教諭高田宏隆

「引田を支える水」 （東・引田小）

第 5学年
米づくりのさかんな庄内平野 教諭濱松春水

「水主米との出合い」 （東・誉水小）

第 6学年
米づくりのむらから古墳のくにヘ 教諭白澤一修

「富田茶臼山古墳から学ぶ」 （さ・富田小）

分科会n：演習提案発表

課題提案者

教諭松村和仁
（東・本町小）

教諭沖粛二
（東・三本松小）

教諭山下勝正
（東・丹生小）

教諭永坂邦彦
（さ・津田小）

学年分科会 単元名
演習推進者

3年

4年
I 

II 

I 

5年

II 

I 

6年

II 

・講師

提案者

「わたしのまち みんなのまち」
教諭丸尾浩一

（坂・川津小）

「水はどこから」
教諭謡羽美緒

（高・多肥小）

「水はどこから」
教諭藤本博文
（三•本山小）

「日本の米づくり」
教諭北分英樹

（丸・城東小）

「自動車をつくる工業」
教諭真鍋長嗣

（高・栗林小）

「源頼朝と鎌倉幕府」
教諭姫田朋樹

（高・亀阜小）

「武家政権成立」 教諭渡部岳史
～武士の悲願を叶えた源頼朝～ （琴・琴平小）

文部科学省 初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所 教育課程研究センター 教育課程調査官
「思考力を育てる問題解決的な学習の充実」
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提案協力者

教諭宮武克明
（宇・宇多津北小）

教諭白川由美
（高・多肥小）

教諭安藤通
（観・豊浜小）

教諭馬場直明
（丸・飯野小）

教諭岡本竜也
（高・木太南小）

教諭轟秀明
（高・下笠居小）

教諭佐柳仁
（琴・琴平小）

澤井陽介先生



「研究フォーラム2010」報告

例年， 1年のまとめの会として位置付けられていた香社研「研究委員会」は，より広くより

多くの先生方の学びの場となるようにと，昨年度から香社研「研究フォーラム」という名前に

変え，パネル発表という形で実践交流を行っています。本年度は，さらに新たな試みとして國

學院大學教授安野功氏（前文部科学省初等中等教育局教科調査官）をお招きし，ご講演いただ

きました。

1 目的

• 各郡市の今年度の実践を交流したり，講師の方々の講評，講演を通して，研究を深化し，

来年度の研究の方向性を探る。

・ 香社研の研究を広く県内外や他教科の先生方にも広める。

2 日時 平成 23年 2月 19日（土） 13:00---....,16:50

3 場所 香川大学教育学部附属坂出小学校 体育館

4 日程

12: 30"-'13: 00 受付（発表準備）

◆ 開会 13:00~13:05 

会長挨拶（佐藤正文校長先生）

◆ 実践交流（パネル発表） 13:05-14:25 

13:05.,....., 13:10準備・移動

13:10,....., 13:35 第 1ラウンド（さ・東，高松東，坂・綾）

13:35,....., 14:00 第 2ラウンド（小豆，高松南，丸亀）

14:00,....., 14:25 第 3ラウンド（高松西，三・観）

ノ

◆ 本部提案「来年度の方向」 14:30~15:00 

研究部長 香川大学教育学部附属高松小学校 大嶋和彦 先生

◆ 講評 15:05~15:15 

香川県教育委員会義務教育課主任指導主事大谷伸一先生

◆ 講演 15:15~16:45 

「評価から探るこれからの社会科授業」ー客観性から妥当性ヘー

國學院大學教授安野功先生

◆ 閉会 16:45~16:50 

副会長挨拶（岡根淳二校長先生）
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5 活動の概要

(1)実践交流

各郡市社研において，本年度実践された成果を持ち寄り，パネ

ル発表という形で交流を行いました。。

まず，各郡市社研の基本的な考え方が提案され，次に，資料を

使って実践が報告されました。そして，参会者から質問や意見が

出され，熱心な討議が行われました。

実際に授業で使った子どものノートを囲んでそれを基に話し合

いが進んだり，開発した教材・教具を実際に使って模擬授業が行

われたり，と趣向を凝らした報告が次々に行われました。参会された先生方からは，「非常に

具体的で勉強になる。」「明日からの実践に即，生かせる提案だ。 」 という声が聞かれ，大変好

評でした。これらの郡市の提案をいかに来年度研究に反映させるかが今後の課題となります。

(2)本部提案・講評

研究部長大嶋先生から，来年度研究の方向について提案がありまし

た。来年度は，研究 3年計画の 3年目になります。視点 I「動機付け」，

視点 II 「思考力」研究の成果をふまえ，視点m 「評価の観点を生かし

た授業改善」へと歩を進めます。

講評をいただいた香川県教育委員会義務教育課主任指導主事大谷伸

ー先生からは，フォーラムの試みを価値付けしていただくと共に，発

達段階に応じた思考とその評価について貴重なご示唆をいただきまし

た。

(3)講演

國學院大學教授安野功先生から「評価から探るこれから i

の社会科授業 ー客観性から妥当性ヘー」と題してご講演 I

をいただきました。

「よい評価問題は，授業が見えるものでなければならな

い」 「客観性から妥当性へとシフトした背景には負担軽減

がある」「思考の評価は，表現に依るが，思考の過程にお

ける表現か，思考の結果としての表現かを見極めること 」

など，具体的な事例を基に分かりやすくお話いただきました。来年度研究へとつながる貴重な

ご示唆をいただきました。
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平成 23年度 香社研フィールド‘ワークのご案内

平成 22年度のフィールドワークでは，旅行会社のプランにはない，香社研だけのオリジナルツアーを

企画しました。新しい教科書に掲載されている事例地を中心に巡る 1泊 2日のフィールドワークを通し

て，歴史，伝統，文化や，人々の温かい心に触れることができました。参加人数も， 38名に達し，多く

の会員様から御好評をいただきました。 23年度も，香社研ならではのプランを立て，香社研会員間のネ

ットワークを広げたり，教材への造詣を深めたりしていきたいと思います。香社研の会員でない方の参加

も大歓迎です。ぜひ，＿御一緒に生きた教材研究をしませんか。

目 的： ① 新教科書に掲載されている地域を巡り，教材研究を深める。

② 教員同士の親睦を深め，ネットワークを広げていく。

③ 教科，世代，男女を問わず参加していただき，香社研の輪を広げていく。

行先予定：九州北部地域

①九州国立博物館

108年ぶり，平成 17年に設置された，最も新しい国立博物館。

「日本文化の形成をアジア史の視点から見る」というコンセプトで，常

時 800点以上の文化財が展示されている。 6年生の歴史単元の導入と

して紹介されているこの博物館は，一見の価値あり！！

②板1寸遺跡

縄文晩期から弥生後期の日本でも最初期の集落遺跡。住居跡・貯蔵

穴•井戸などを囲んで 117m の環濠が巡り，周囲に水田跡が広がる。弥
生館には，多くの発掘資料も展示されている。

③吉野ヶ里遺跡

時代最大規模の環濠集落跡を復元整備した公園。神崎市・吉野ヶ里町

にまたがり，多数の竪穴式住居跡や高床式倉庫，甕棺墓（かめかんぼ）

等が出士。

④その他にも・・・大宰府天濤宮・元寇防塁跡など

梅が枝餅に舌鼓を打ちながら菅原道真公を祀る太宰府天満宮をめぐ

ったり，元寇（弘安の役）で元軍の進入を阻んだ 2mもの高さの防塁跡等，

見所多数。

日時予定： 平成 23年 8月 20日（土） AM7:00~8月 21日PM9:oo（日）

日程予定： 1日目 0香川県→0吉野ヶ里遺跡→0防塁跡→0ホテル

募集人数

交通手段

費 用

申込方法

集合場所等：

2日目 0ホテル→0板付遺跡→0太宰府天満宮→0九州国立博物館→0香川県

30名から 45名（昨年 38名）

貸し切りバス

1人20, 000円（バス代・宿泊費・食事代など含む。当日集金いたします。）

各学校に配布したファックス用紙か，事務局へ直接の申し込み

詳細については，後日，参加者の皆様に連絡いたします。
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平成23年度 本部役員組織

氏 名 呂子 校 名

会 長 岡根 、白、....L.ロ2― - 観音寺市立梓田小学校

徳田 仁司 高松市立国分寺北部小学校

三井 重彰 さぬき市立造田小学校

副会長

山田 知 志 坂出市立坂出小学校

池田 孝徳 高松市立植田小学校

亀井 伸治 高松市立多肥小学校

幹 事

藤岡 邦幸 高松市立古高松小学校

鎌谷 敦之 丸亀市立城北小学校

会 計 石井 昌彦 小豆島町立苗羽小学校

監 査 山下 晃 高松市立浅野小学校

顧 問（歴代会長）

岩倉 良行 糸川 達 柳 清茂 池内 博

岡野 啓 亀山 信夫 川田 豊弘 亀井 達男

曽根 照正 中田 清 上川 敦生 丸野 忠義

古市 聖治 大西 孝典 山崎 敏和 植松 勝

高橋 英弐 唐木 裕志 佐藤 正文

事務局

大嶋 和彦 河田 祥司 黒田 拓志

山内 秀則 藤 本 博文
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平成23年度 年間研修計画

運営部 編集部 情報発信部

理事会

月 総会等 定例研修会 夏季研修会 社会科の 社会科教室

研究フォーラム （三・観） 実地研修 基礎・テスト 香社研だより

編集委員会

見学地検討

29（金） 29（金） 29（金）
理事会14:30,.,, 1 0 : 00~ 12:30~ 

4 総会15:30~ フィールド 第1回

歓送迎会 ワーク運営 平成24年度 1

17:00~ 委員会 基礎・テスト

〈銀星旅館〉 〈銀星旅館〉 〈銀星旅館〉

21（土） 打ち合わせ 21（土）

9:00~ 会（随時） 13:30~ 

5 事前検討会① 第2回

〈銀星旅館〉 平成24年度 1
基礎・テスト
〈銀星旅館〉

18日（土） 参加者募集 18（土） 社会科教室

9:30~ 13:30~ 第154号
（坂・綾） 第3回 （総会特集）

平成24年度 1
基礎・テスト
〈銀星旅館〉

6 10日（金）

全小社理事会

〈東京〉
25日（土）

9:30~ 
事前検討会②

〈附属坂出小〉

2日（土） 2日（土） 追加募集 平成24年度1 香社研だより

9:30~ 13:30~ 基礎・テスト （坂・綾）

（高松） 事前検討会③ 校正作業

〈附属高松小〉 入稿

16（土） （事務局） 夏季研修会要項

10:00~ （三・観）

製本•発送
〈附属坂出小〉

7 25（月）
会場準備
13:00~ 
〈マリンウェー

ブ他〉
26（火）
9:00~ 
夏季研修会
（三・観）

〈マリンウェー

ブ他〉
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20日（土）
21日（日）

8 実 地 研 修
〈福岡・佐賀
方面〉
（予定）

10日（土） 10（土） 香社研だより
9:30~ 13:30~ （高松）， （高松） 第1回

平成24年度2 香社研だより
基礎・テスト （実地研修報告）
〈銀星旅館〉

15日（土） 15日（土） 香社研だより
9:30~ 13:30~ （高松）
（丸亀） 第2回

平成24年度2
基礎・テスト

10 〈銀星旅館〉
27日（木）
28日（金）
全小社全国大会

全小社理事会
〈石川〉

12日（土） 12日（土） 香社研だより
9:30~ 13:30~ （丸亀）

1 1 （小豆，さ・東） 第3回

〈銀星旅館〉 平成24年度2
基礎・テスト
〈銀星旅館〉

3（土） 平成24年度2
理事会 基礎・テスト

12 16:00~ 校正作業
年末反省会 入稿
17:00~ （事務局）
〈銀星旅館〉

1 

18日（土） 18日（土） 香社研だより

2 17:00~ 13:00~ （小豆，さ・東）

年度末懇親会 研究フォーラム

（坂出） 〈附属坂出小〉

社会科教室

3 第155号
（本年度のまと
め）
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平成23年度各郡市役員名簿

【高松市社研】

役員名 氏名 職名 学校名̀ f..． • r・ 香社研理事 (0)

会長 山下 晃 校長 高松市立浅野小学校

゜副会長 藤 岡邦 幸 校長 高松市立古高松小学校

副会長 亀井伸治 校長 高松市立多肥小学校

副会長 池 田孝 徳 校長 高松市立植田小学校

副会長 徳田仁司 校長 高松市立国分寺北部小学校

副会長 森正彦 校長 三木町立氷上小学校

庶務 黒川浩一 教諭 高松市立香南小学校

゜研究部 野土裕彦 教諭 高松市立三渓小学校

【高松西社研】

役員名 ＇よ9

I 中··！;”・••れ?• ・ン

氏名 てゞ人；・'・，、 ,,., ,r, : ,・職'~.”'，名9 ` バ:J芯：. ヤ・ 、ゞ学鼻： ・＼‘怜叶校』心沌が59名.，ァ！・1．＇ゴ・!,-t々・・i．含.・..ア．’'• Ì1`.．ヽ，，慧＇0‘・̀-ク-ie尻ヤ’ぶ・‘`t̂＇ ,．. 9．9」.．．•. 、：．，•.＾．占.• ，z江．≫.．1;瓜..-•: ヽ 9•・會ャ．．心s＊．巧・・·`9̂• ・菜}ヽり,，昇・．心ふ認冷如‘-、・℃~:' ｝iが翠，ヤ心,ムド瑶；々＇，；！・ ・， ｀ 香．．社．ャ9_研4• ` ••理J ． 事．→ P•:、i.:（.9i 0);，'、
会長 徳田仁司 校長 高松市立国分寺北部小学校

゜庶務 大奥 洋 介 教諭 高松市立円座小学校

゜庶務 池田 誠 教諭 高松市立国分寺北部小学校

研究部 坪 井孝 明 教諭 高松市立鶴尾小学校

研究部 高尾悠司 教諭 高松市立円座小学校

【高松東社研】

役員名
，.，． 氏名 ぷ'‘P, 9’̀ 職名 学校・名.t -9. , Lら．と’：r，•て-*t) : T`;;；4_, & .. ・ , ・ • .l ．;. •9ギ．9，•占-戟·;• 名ヽC.，．い.. ，．．＇、J 、心9・苔・•;•：泌‘和「'9心・ヽが・；＇・ 香社研理事(O)か ':・ ~ 'ヽず

;． `  i ， 直 ’•'-t 1!'4 ・

会長 藤岡 邦幸 校長 高松市立古高松小学校

゜庶務 樫 原一 宏 教諭 高松市立中央小学校

゜庶務 井上 泉 教諭 高松市立高松第一小学校

研究部 真鍋長嗣 教諭 高松市立栗林小学校

研究部 間 島 大 輔 教諭 高松市立屋島東小学校
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【高松南社研】

役員名 ' 氏名
ヽ｀ 

職名 学校名 香社研理事 (0)

会長 亀井伸治 校長 高松市立多肥小学校

゜副会長 池田 孝徳 校長 高松市立植田小学校

゜副会長 森正彦 校長 三木町立氷上小学校

庶務 福 家正 人 教諭 高松市立仏生山小学校

゜研究部 白川由美 教諭 高松市立多肥小学校

研究部 轟秀明 教諭 高松市立大野小学校

【丸亀社研】

；庄五，．役．．：．，員．9 し名“;い、そ ：そ'"'"'ふ• ミ炉尉,・ノ：氏・名：は啄‘：む.̀ふ＄つ ,•. .． L 

職名 に＇ぐ` 、．．．，．： 学校名 ‘ 
・ ?._c.··•.,1,.. .1. 0~. ..'・ 『.• 

香社研理事 (0)

会長 鎌谷敦之 校長 丸亀市立城北小学校

゜副会長 田井敏之 校長 丸亀市立飯野小学校

副会長 合田 吉宏 教頭 丸亀市立城坤小学校

副会長 白川豊浩 教頭 丸亀市立城南小学校

庶務 多田明弘 教諭 丸亀市立城西小学校

研究部 馬場直明 教諭 丸亀市立飯野小学校

研究部 平田啓介 教諭 丸亀市立城西小学校

研究部 寒川英樹 教諭 丸亀市立富熊小学校

゜
【坂出・綾歌社研】

しじ〕．役.^,．“~ 員̀．・・ヤ名≪そふ、>：:J 
i網iギが`公．蝙．｝¢均ャ一・-ゞ．ジふで： ,氏'9.・、．か名，ゃ．が．ぷぞ・． r唸・ぶ丸”v翠叱t唸t』•ふ、-• ` .. ・ 『:職名 tt上ご＇べ~~ .＇~上會.. , ，と!0六J.. -. ー'，；̀• 下．,& ·9a］曹ヽ•・；こ4r“ペ一わl→. ’9、I••• , 9-. ’．.．,̀ し.・, ・i・．9と,,9 4 ゞ学校名 , -t ▲ t. ， -香社研理事 (O)

・ '- ・  

会長 山田知志 校長 坂出市立坂出小学校

゜副会長 野村亮子 教頭 坂出市立松山小学校

副会長 早瀬良子 教頭 綾川町立昭和小学校

庶務 福家寿夫 教諭 坂出市立東部小学校

゜研究部 宮武克明 教諭 宇多津町立宇多津北小学校

研究部 西尾由加 教諭 綾川町立昭和小学校
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【小豆社研】

役員名
平~

氏名 よ：島` 職名
•. •• -.~9 t 学校名

香社研理事 (0)
＇` .．． ' ：．と

会長 石井昌彦 校長 小豆島町立苗羽小学校

゜副会長 藤本 修 教頭 小豆島町立安田小学校

庶務 平林泰徳 教諭 土庄町立北浦小学校

゜研究部 瀬名宏樹 教諭 小豆島町立安田小学校

研究部 塩見強 教諭 小豆島町立池田小学校

研究部 田村一郎 教諭 小豆島町立星城小学校

研究部 上嶋 光晴 講師 小豆島町立安田小学校

【さぬき・東かがわ社研】

役員名 '.,己}r『巳、：!:氏名：翌．1！：^9，職名：ン 斑;9.t．、怠翡哀試奴頸・-翌99．咋，摯舜•ヽ、ふ涵l i・ •;学、校名；-` .',t4・ピ、．i込:，匂ふへ．；．．仕，＂y．ぷ”囁翌嘔”翌曹2』｝，；f ~' 香社研理事／（O）`

会長 三井 重 彰 校長 さぬき市立造田小学校

゜副会長 大 高 哲 也 教頭 さぬき市立石田小学校

庶務 白澤ー修 教諭 東かがわ市立三本松小学校

゜研究部 松村 和仁 教諭 東かがわ市立本町小学校

【三観社研】

t役員名 t~-, 序i．り．．・．' ．ム^．``.9ぷ・，：tと和•y・1 t,・ •" こ勺＇・・，， ” 氏．． 名 ' ’直,． ¥.•.. .. : ．, 翌•.Y， --ふ七9』t-•·よ•．・． 職名：．:: 賃；•；河木以改攣齋民'_, i`i’ 学，．． 校名ヽ・ ・,_ふ.r:.—9 • ・a叫,．eJ ̂. -,• ふ'真•零●．ぶ・9?・・ー．̀・`．～裕ふ,●ふ；．：」蔚・；,し'¢、ぷ:』• 香社研理事(O)，-

会長 安藤清和 校長 三豊市立吉津小学校

゜副会長 臼杵 優 教頭 観音寺市立杵田小学校

庶務 萬亀弘吉 教諭 三豊市立下高瀬小学校

゜研究部 出濱大資 教諭 観音寺市立観音寺南小学校

研究部 黒川実 教諭 三豊市立大野小学校
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平成23年度研修会別会員名簿
【高松西社研】

'~ 9• ’̀・・ 研修会名
•. ~ 

氏名 職名 学校名;•ヽ~ ~ i ＇ 
キ 4

定例研修会 大奥洋介 教諭 高松市立円座小学校学校

定例研修会 薦原秀稔 教諭 高松市立国分寺南部小学校

定例研修会 池田 誠 教諭 高松市立国分寺北部小学校

定例研修会 坪井孝明 教諭 高松市立鶴尾小学校

基礎・テスト編集委員 薦原秀稔 教諭 高松市立国分寺南部小学校

基礎・テスト編集委員 高尾悠司 教諭 高松市立円座小学校

基礎・テスト編集委員 白根雅史 教諭 高松市立鶴尾小学校

基礎・テスト編集委員 瀧 義幸 教諭 高松市立一宮小学校

基礎・テスト編集委員 坪井孝明 教諭 高松市立鶴尾小学校

社会科情報発信 坪井孝明 教諭 高松市立鶴尾小学校

フィールドワーク運営委員 高尾悠司 教諭 高松市立円座小学校

【高松東社研】
.̀,,*-r,.,,'こ・・`;.-9,、-．"-.を；工•る＃.•＊~t¢9 • :・ ・`' -.』：研修会名這”毒,麻,:.,i•笠旦,,妥,-.•,iq'‘,，t,•̀9卜`念ィ？：‘-←ヽ•o, . り；二，•こ氏名―» ;9万訟飼 ； • -職名 ‘ ,i;．F" ；ごt.: 学校名 ｀ がL~ 9 ャ ‘t 9 

定例研修会 樫原一宏 教諭 高松市立中央小学校

定例研修会 井上 泉 教諭 高松市立高松第一小学校

定例研修会 真鍋長嗣 教諭 高松市立栗林小学校

定例研修会 間嶋大輔 教諭 高松市立屋島東小学校

基礎・テスト編集委員 樫原一宏 教諭 高松市立中央小学校

基礎・テスト編集委員 間嶋大輔 教諭 高松市立屋島東小学校

基礎・テスト編集委員 真鍋長嗣 教諭 高松市立栗林小学校

基礎・テスト編集委員 篠原絵里香 教諭 高松市立栗林小学校

社会科情報発信 樫原一宏 教諭 高松市立中央小学校

フィールドワーク運営委員 磯崎由香 教諭 高松市立花園小学校

フィールドワーク運営委員 平井小百合 教諭 高松市立中央小学校

【高松南社研】
翠三：ご〗．しア研修会名.',:羹翌認 翌;•;：ミ9 森ヘヤ9C-髯e,・， ； 七、で、氏• → 名 -っ：.•召贔d•み試疋専i‘.:知；:,..s~.らg•＇ぶ9s’“令• ' 、t 職名’・ 9 ` 

'：：：,., !,:,•,t :9, 

｀ ・・ 学校名
4.. • Àr. 

'•·. 
·•• ;:、•- i,..; 

定例研修会 福家正人 教諭 高松市立仏生山小学校

定例研修会 藤井武史 教諭 高松市立香南小学校

定例研修会 楢本篤史 教諭 三木町立平井小学校

定例研修会 森川美香 教諭 高松市立大野小学校

定例研修会 宮西亮輔 教諭 三木町立氷上小学校

基礎・テスト編集委員（教頭先生） 安倍幸則 教頭 高松市立上西小学校

基礎・テスト編集委員 黒川浩一 教諭 高松市立香南小学校

基礎・テスト編集委員 森口英樹 教諭 高松市立十河小学校

基礎・テスト編集委員 白川由美 教諭 高松市立多肥小学校

基礎・テスト編集委員 霞羽美 緒 教諭 高松市立多肥小学校

社会科情報発信 池田康輔 教頭 高松市立川東小学校

フィールドワーク運営委員 霞羽美 緒 教諭 高松市立多肥小学校

フィールドワーク運営委員 長井勝洋 教諭 高松市立川島小学校
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【丸亀社研】
i2 研修会名 ・ 氏名 職名 学校名

定例研修会 梅谷旬 教諭 丸亀市立城坤小学校

定例研修会 山本奈保子 教諭 丸亀市立城東小学校

定例研修会 秋山侑大 教諭 丸亀市立城坤小学校

定例研修会 長沼裕子 教諭 丸亀市立城辰小学校

基礎・テスト編集委員 中西昇 教諭 丸亀市立城北小学校

基礎・テスト編集委員 多田明広 教諭 丸亀市立城西小学校

基礎・テスト編集委員 大砂古佳美 講師 丸亀市立飯山北小学校

基礎・テスト編集委員 吉田良三 教諭 丸亀市立飯山北小学校

基礎・テスト編集委員 増井康弘 教諭 丸亀市立城北小学校

社会科情報発信 山本奈保子 教諭 丸亀市立城東小学校

フィールドワーク運営委員 員井孝征 教諭 丸亀市立飯山南小学校

【坂出・綾歌社研】
-, 研修会名 '' • , i:．図戸':_...:．、 氏名‘’'、，}拿/ぷ.＇宮芯訟和玄 ：し 職名.'学校名‘；やがttしす＂｀？ヒぷ，．•,、裕ぼ巧， 芸ょ匁翌；翠忍吋匹汰｀‘こ‘t5 -9 

` •9ふ＇鴫・ . ゴ、o9・ 卜•"•9，' 

定例研修会 河野 富男 教諭 坂出市立瀬居小学校

定例研修会 福家寿夫 教諭 坂出市立東部小学校

定例研修会 宮武克明 教諭 宇多津町立宇多津北小学校

定例研修会 西尾由加 教諭 綾川町立昭和小学校

基礎・テスト編集委員（教頭先生） 早瀬良子 教頭 綾川町立昭和小学校

基礎・テスト編集委員 福家寿夫 教諭 坂出市立東部小学校

基礎・テスト編集委員 宮武克明 教諭 宇多津町立宇多津北小学校

基礎・テスト編集委員 勝田健彦 教諭 宇多津町立宇多津小学校

基礎・テスト編集委員 三谷沙織 教諭 坂出市立坂出小学校

社会科情報発信 山西由里子 教諭 坂出市立金山小学校

フィールドワーク運営委員 福家実樹 教諭 綾川町立昭和小学校

【小豆社研】
9 マ・ 研修会名 '̀ i, ． 9‘e ． y ，ヽ 9 ，叫＇ 氏名 ：9●':心匂匁し 職名 学校名→ヤ？→：．, ;.-， ・ヽ*̀｀ざ汝翌~,添戎がさァ．，： 5``，9.`’.'` 冷‘.し＇ 

定例研修会 瀬名宏樹 教諭 小豆島町立安田小学校

定例研修会 塩 見 強 教諭 小豆島町立池田小学校

定例研修会 田村一郎 教諭 小豆島町立星城小学校

定例研修会 上嶋光晴 教諭 小豆島町立安田小学校

定例研修会 平林泰徳 教諭 土庄町立北浦小学校

基礎・テスト編集委員 田村一郎 教諭 小豆島町立星城小学校

基礎・テスト編集委員 黒川幸宣 教諭 土庄町立渕崎小学校

社会科情報発信 笠井誉子 教諭 土庄町立渕崎小学校

フィールドワーク運営委員 山下結花 教諭 土庄町立土庄小学校
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【さぬき・東かがわ社研】
ィ¢ • 研修会名 氏名 職名 学校名'~' 

定例研修会 白澤ー修 教諭 東かがわ市立三本松小学校

定例研修会 仲内ゆかり 教諭 東かがわ市立本町小学校

定例研修会 山下博 教諭 さぬき市立石田小学校

定例研修会 松村和仁 教諭 東かがわ市立本町小学校

定例研修会 柴田奈緒 教諭 東かがわ市立丹生小学校

定例研修会 和田千幸 教諭 さぬき市立長尾小学校

定例研修会 久保田 直寛 教諭 さぬき市立志度小学校

基礎・テスト編集委員（教頭先生） 橋本義人 教頭 東かがわ市立丹生小学校

基礎・テスト編集委員 六車浩 教諭 東かがわ市立引田小学校

基礎・テスト編集委員 久保田 直寛 教諭 さぬき市立志度小学校

基礎・テスト編集委員 松原伸二 教諭 さぬき市立造田小学校

社会科情報発信 山下博 教諭 さぬき市立石田小学校

社会科情報発信 六車浩 教諭 東かがわ市立引田小学校

フィールドワーク運営委員 近江麻子 教諭 さぬき市立志度小学校

フィールドワーク運営委員 藤澤大地 教諭 さぬき市立志度小学校

【三観社研】
認遠‘点、ごが研修会名 ，翌ヽ 悶涵翌 歳鼻ぷ汽竺 氏名 製賃炉ぎ ?:職名 学校名 ‘̀ 、t. t,＇！ > r ; 

・ヽ

定例研修会 萬亀弘吉 教諭 三豊市立下高瀬小学校

定例研修会 合田雅気 教諭 観音寺市立ーノ谷小学校

定例研修会 安藤通 教諭 観音寺市立豊浜小学校

定例研修会 出濱大資 教諭 観音寺市立観音寺南小学校

定例研修会 黒川実 教諭 三豊市立大野小学校

定例研修会 村上輝 司 教諭 観音寺市立大野原小学校

定例研修会 岩田典男 教諭 三豊市立比地小学校

定例研修会 秋元一秀 教諭 観音寺市立ーノ谷小学校

基礎・テスト編集委員（教頭先生） 臼杵優 教頭 観音寺市立杵田小

基礎・テスト編集委員 安藤通 教諭 観音寺市立豊浜小学校

基礎・テスト編集委員 萬亀弘吉 教諭 三豊市立下高瀬小

基礎・テスト編集委員 岸上也寸 志 教諭 三豊市立詫間小

基礎・テスト編集委員 出濱大資 教諭 観音寺市立観音寺南小学校

基礎・テスト編集委員 大平晃 司 教諭 観音寺市立高室小学校

社会科情報発信 黒川 実 教諭 三豊市立大野小学校

社会科情報発信 出濱大資 教諭 観音寺市立観音寺南小学校
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平成23年度 香 社 研 会 員 名 簿
【高松市社研】

番号 会員氏名 学校名

1 徳田仁司 高松市立国分寺北部小学校

2 久保範高 高松市立国分寺北部小学校

3 出口英治 高松市立国分寺北部小学校

4 池田 誠 高松市立国分寺北部小学校

5 高吉直之 高松市立国分寺北部小学校

6 勝浦由梨奈 高松市立国分寺北部小学校

7 高 橋 洋 子 高松市立新番丁小学校

8 鈴 木 貴 也 高松市立新番丁小学校， 姫 田 朋 樹 高松市立亀阜小学校

10 坪井孝明 高松市立鶴尾小学校

1 1 白根雅史 高松市立鶴尾小学校

12 網野未来 高松市立香西小学校

13 大奥洋介 高松市立円座小学校

14 高尾悠司 高松市立円座小学校

15 末澤陽子 高松市立円座小学校

16 田坂好世 高松市立下笠居小学校

17 萱原照子 高松市立国分寺南部小学校

18 薦原秀稔 高松市立国分寺南部小学校

19 瀧 義幸 高松市立一宮小学校

20 小原敏昭 直島町立直島小学校

21 稲田耕一 直島町立直島小学校

22 大嶋和彦 附属高松小学校

23 河田祥司 附属高松小学校

24 黒田拓志 附属高松小学校

25 野土裕彦 高松市立三渓小学校

26 福家正人 高松市立仏生山小学校

27 亀井 伸 治 高松市立多肥小学校

28 白川由美 高松市立多肥小学校

29 霧 羽美 緒 高松市立多肥小学校

30 篠 原 裕 之 高松市立多肥小学校

31 長 井 勝 洋 高松市立川島小学校

32 森 口 英 樹 高松市立十河小学校

33 池田孝徳 高松市立植田小学校

34 安倍幸則 高松市立上西小学校

35 日下哲也 高松市立上西小学校

36 轟秀明 高松市立大野小学校

37 森川美香 高松市立大野小学校

38 山下晃 高松市立浅野小学校
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学年等

校長

主幹

特別支援

5年
6年
4年
5年

少人数

4年
3年
専科

1年
4年
3年
2年
4年
3年

特別支援

5年
教頭

特別支援

6年
4年
3年
4年
5年
校長

6年
5年

特別支援

6年
2年
校長

教頭

校長

4年
5年
校長



39 池田康輔 高松市立川東小学校 3年
40 亀井健男 高松市立川東小学校 教頭

41 黒川浩一 高松市立香南小学校 6年
42 藤井武史 高松市立香南小学校 学・生

43 猶本 篤 史 三木町立平井小学校 5年
44 宮 西 亮 輔 三木町立氷上小学校 3年
45 森正彦 三木町立氷上小学校 校長

46 真鍋長嗣 高松市立栗林小学校 3年

47 篠原絵里香 高松市立栗林小学校 6年

48 井上泉 高松市立高松第一小学校 専科

49 高木恭子 高松市立太田小学校 3年

50 柏徹哉 高松市立木太小学校 4年
51. 川田将弘 高松市立木太小学校 4年

52 増田泰己 高松市立木太小学校 5年

53 熊 野 真 美 高松市立中央小学校 5年

54 平井小百合 高松市立中央小学校 3年

55 樫原一宏 高松市立中央小学校 5年

56 池田 茂樹 高松市立屋島小学校 内地留学

57 間島大輔 高松市立屋島東小学校 6年

【丸亀社研】
濯、、番号 壻砧怜祖芦会員氏名mゞ、;[＇ぷ，rよ；』，・ “i;• l ' '  、9ゞi; 9 てr~ 学校名

令．

学年等

1 山野正登 丸亀市立城乾小学校 教頭

2 西川由華 丸亀市立城乾小学校 6年

3 合田吉宏 丸亀市立城坤小学校 教頭

4 梅谷旬 丸亀市立城坤小学校 特別支援

5 秋山侑大 丸亀市立城坤小学校 5年

6 鎌谷 敦之 丸亀市立城北小学校 校長

7 増井康弘 丸亀市立城北小学校 6年

8 中西昇 丸亀市立城北小学校 特別支援， 平田晃司 丸亀市立城西小学校 3年

10 平田啓介 丸亀市立城西小学校 4年

1 1 多田明広 丸亀市立城西小学校 6年

12 平澤昌司 丸亀市立城南小学校 少人数

13 白川豊浩 丸亀市立城南小学校 教頭

14 山本奈保子 丸亀市立城東小学校 少人数

15 高木弘信 丸亀市立城東小学校 6年

16 長沼裕子 丸亀市立城辰小学校 1年

17 若林菜穂子 丸亀市立郡家小学校 3年

18 片岡由紀子 丸亀市立郡家小学校 6年

19 和田早苗 丸亀市立郡家小学校 4年

20 馬 場 直 明 丸亀市立飯野小学校 6年
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21 田井敏之 丸亀市立飯野小学校 校長

22 旅田敏弘 丸亀市立垂水小学校 専科

23 美濃珠美 丸亀市立垂水小学校 3年

24 寒川英樹 丸亀市立富熊小学校 少人数

25 吉田 良 三 丸亀市立飯山北小学校 6年

26 櫻井道芳 丸亀市立飯山北小学校 5年

27 大佐古佳美 丸亀市立飯山北小学校 特別支援

28 員井孝征 丸亀市立飯山南小学校 6年

【坂出 ・綾歌社研】

番号 会員氏名 ＾ r.， ..,、”.', 学校名 ヽ る

学年等.、 ~9~~ ． ，•-と,`  ＇ ,,,. 

1 山田知志 坂出市立坂出小学校 校長

2 山本香代子 坂出市立坂出小学校 3年
3 山本泰司 坂出市立坂出小学校 特支
4 三谷沙織 坂出市立坂出小学校 3年
5 花房長広 坂出市立東部小学校 教頭

6 丸尾ルミ子 坂出市立東部小学校 4年
7 福家寿夫 坂出市立東部小学校 少人数
8 山西由里子 坂出市立金山小学校 4年， 大西浩史 坂出市立西庄小学校 5年
10 田中秀年 坂出市立西庄小学校 3年
1 1 上村勇介 坂出市立林田小学校 5年
12 藤井隆法 坂出市立加茂小学校 5年
13 森本宗平 坂出市立府中小学校 教頭

14 福家俊哉 坂出市立川津小学校 校長
15 丸尾浩一 坂出市立川津小学校 4年
16 桂真美 坂出市立川津小学校 4年
17 野村亮子 坂出市立松山小学校 教頭
18 河野富男 坂出市立瀬居小学校 3, 4年複式

19 沼田久仁子 坂出市立櫃石小学校 5, 6年複式

20 西尾由加 綾川町立昭和小学校 5年
21 早瀬良子 綾川町立昭和小学校 教頭

22 福家実樹 綾川町立昭和小学校 2年
23 土岐味代子 綾川町立綾上小学校 5年
24 青木弥生 綾川町立陶小学校 6年
25 樫原佳代 綾川町立滝宮小学校 少人数

26 白井邦彦 綾川町立羽床小学校 校長

27 松尾美子 綾川町立羽床小学校 3年
28 大古向 I~~口 - 宇多津町立宇多津小学校 少人数

29 大野美和 宇多津町立宇多津小学校 3年
30 勝田健彦 宇多津町立宇多津小学校 5年
31 宮武克明 宇多津町立宇多津北小学校 4年
32 藤田順也 宇多津町立宇多津北小学校 3年
33 西村和世 宇多津町立宇多津北小学校 6年
34 鳥居久宮子 宇多津町立宇多津北小学校 4年
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【小豆社研】

番号 パ ＇ 会員氏名 学校名 ・ • ; 学年等

1 石井昌彦 小豆島町立苗羽小学校 校長

2 藤本修 小豆島町立安田小学校 教頭

3 平林泰徳 土庄町立北浦小学校 学校生活支援

4 山下結花 土庄町立土庄小学校 3年

5 黒川 幸 宣 土庄町立渕崎小学校 4年

6 笠井誉子 土庄町立渕崎小学校 特別支援

7 淀谷知恵 土庄町立豊島小学校 3年

8 塩見強 小豆島町立池田小学校 特別支援， 田村一郎 小豆島町立星城小学校 学力支援

10 瀬名 宏樹 小豆島町立安田小学校 学力支援

1 1 上 嶋 光 晴 小豆島町立安田小学校 少人数担当

12 高木浩彰 小豆島町立苗羽小学校 3年

【さぬき・東かがわ社研】
、番号 •,．．ぷ雫贔社会員氏名 一万覧翌-7 叫·索貫臼心翔つ，如,‘.'討，恰ャ汽•＼人〗ぺ学校名 瓜：•. ． .＇ ... ・;,,! ぃ 学年等

1 三井 重彰 さぬき市立造田小学校 校長
2 広瀬 強 さぬき市立松尾小学校 校長
3 橋本 義人 東かがわ市立丹生小学校 教頭
4 大高 哲也 さぬき市立石田小学校 教頭
5 六車 浩 東かがわ市立引田小学校 特別支援
6 松村 和仁 東かがわ市立本町小学校 5年
7 仲内ゆかり 東かがわ市立本町小学校 2年
8 砂川 杉てk‘ 東かがわ市立本町小学校 1年， 白澤 ー修 東かがわ市立三本松小学校 3年
10 山下 勝正 東かがわ市立丹生小学校 6年
1 1 柴田 奈緒 東かがわ市立丹生小学校 5年
12 藤澤 太地 さぬき市立志度小学校 3年
13 近江 麻子 さぬき市立志度小学校 1年
14 久保田直寛 さぬき市立志度小学校 2年
15 安部 静代 さぬき市立志度小学校 4年
16 木村 理紗 さぬき市立小田小学校 4年
17 増田 奈々 さぬき市立中央小学校 4年
18 村上 勝 さぬき市立鴨部小学校 3年
19 田中 由賀里 さぬき市立神前小学校 5年
20 山下 博 さぬき市立石田小学校 特別支援
21 和田 千幸 さぬき市立長尾小学校 専科
22 松原 伸二 さぬき市立造田小学校 4年
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【三観社研】
番号 会員氏名 .. .... ． ... : 学校名 学年等 ， 

1 岡根淳二 観音寺市立杵田小学校 校長
2 安藤 清 和 三豊市立吉津小学校 校長
3 柴田英明 観音寺市立観音寺南小学校 校長
4 臼杵優 観音寺市立杵田小学校 教頭•
5 高 橋克 佳 観音寺市立常磐小学校 教頭
6 安藤通 観音寺市立豊浜小学校 6年
7 小野祐生 観音寺市立豊浜小学校 少人数
8 村上輝司 観音寺市立大野原小学校 6年， 出濱大資 観音寺市立観音寺南小学校 5年
10 大平晃司 観音寺市立高室小学校 4年
1 1 秋元 一秀 観音寺市立ーノ谷小学校 5年
12 古子貴将 観音寺市立ーノ谷小学校 少人数
13 合田雅気 観音寺市立ーノ谷小学校 6年
14 黒川実 三豊市立大野小学校 5年
15 岩田典男 三豊市立比地小学校 5, 6社会
16 萬 亀弘 吉 三豊市立下高瀬小学校 6年
17 岸上也寸志 三豊市立詫間小学校 少人数
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香川県小学校社会科教育研究会会則

1 総則

第 1条 本会は，香川県小学校社会科教育研究会という。

第 2条 本会は，会員相互連絡協調して，香川県社会科教育の振興を図ることを目的とする。

第 3条 本会は，社会科教育に関心をもち，本会の趣旨に賛同する者をもって組織する。

2 事業

第 4条 本会は，その目的を達成するために次の事業を行う。

1 社会科教育振興に関する研究会，発表会，講習会を開くこと

2 社会科教育に関する資料の収集，情報交換をすること

3 社会科教育に関する編集，刊行をすること

4 定例研究集会及び研究委員会等の開催に関すること

5 文部科学省並びに香川県教育委員会等の諮問に答え，意見の具申をすること

6 その他社会科教育に関すること

3 役員

第 5条 本会に，次の役員をおく。

会長 1名 副会長若干名 幹事若干名 会計監査 2名

理事（各郡市代表）若干名 顧問 若干名

事務局（運営・会計・研究部代表・編集部代表）若干名

第 6条 会長，副会長は，理事会の議を経て，総会において承認する。

幹事，会計監査は，会長の指名とする。

理事は，各郡市研究会から選出する。

顧問は，本会の歴代会長とする。

事務局は，会長の指名とする。

第 7条 会長は，本会を代表し，会務を総括する。

副会長は，会長をたすけ，会長事故のあるときは，その代理をする。

幹事は，本会の目的を達成するよう援助する。

会計監査は，会計事務を監査する。

理事は，理事会を構成し，重要事項を審議または議決し，会務の執行にあたる。

事務局は，運営事務，会計事務，研究事務，編集事務を処理する。
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第 8条 役員の任期は， 1ヶ年とする。但し，重任することができる。

補欠役員の任期は，残任期間とする。

役員は，任期が満了しても後任者が就任するまで，その職務を行わなければならない。

4 理事会

第 9条 理事会は，必要に応じて会長が招集する。

第 10条理事会は，総会に提出する議題を審議し，会務の執行に当たる。ただし，緊急を要す

る場合には会長，副会長で処理し，次の理事会の承認を求めるものとする。

5 総会

第 11条 総会は，必要な場合会長が招集する。

第 12条 総会は，必要に応じ，理事会から提出された事項について協議し，承認する。

6 定例研究集会

第 13条 本会の事業を遂行するために，定例研究集会を開催する。

第 14条 定例研究集会の組織及び運営については，理事会で決定する。

7 研究委員会等

第 15条 本会の事業を遂行するために，研究委員会及び社会科の基礎・テスト編集委員会を

開催する。

第 16条 研究委員会及び社会科の基礎・テスト編集委員会の組織及び運営については理事会

で審議し，委員会は会長が招集する。

8 会計

第 17条 本会の経費は，会員の会費，寄付金並びに事業による収入金による。

第 18条 本会の会計年度は， 4月 1日に始まり翌年 3月 31日に終わる。

第 19条 本会の予算の議決および決算の承認は，総会で行う。

附則

1 本会の規約の改廃は，理事会で決める。

2 本会の施行に必要な細則は，別に定める。

3 本規約は，昭和 24年 4月 1日より施行する。

4 平成 13年 1月 8日改正，平成 13年 4月 1日より施行する。

5 平成 21年 4月 29日改正，同日より施行する。

6 平成 22年 4月 29日改正，同日より施行する。
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平成 23年度 香社研（香小研社会科部会）連絡網

高松事務局

韮L 087-861-7108 

FAX 087-861-1106 

附高小 大嶋和彦

会 長

To, 0875-25-3621 

FAX 0875-25-3677 

三観杵田小 岡根淳二

坂出事務局

TEL 0877-46-2692 

FAX 0877-46-5218 

附坂小 山内秀則

高松社研

油 087-879-2269

FAX 087-879-2201 

香南小黒川浩一

高松 西

円座小大奥洋介

'fu 087-885-2542 

FAX 087-885-2507 

高松 東

中央小樫原一宏

To. 087-866-2938 

FAX 087-866-2944 

高松 南

仏生山小福家正人

韮L 087-889-0549 

FAX 087-889-2317 

坂出・綾歌社研

To, 0877-46-0234 

FAX 0877-46-0235 

東部小福家寿夫

三・観社研

さ・東かがわ社研

油 0879-25-2664

FAX 0879-25-7538 

三本松小白澤一修

小豆社研

面 0879-65-2021

FAX 0879-65-2088 

北浦小 平林泰徳

丸亀社研

Tur, 0877-86-2002 

FAX 0877-86-6370 

富熊小寒川英樹

To, 0875-72-5401 

FAX 0875-56-2422 

下高瀬小 萬亀弘吉

仲善社研

（香小研）

韮L 0877-62-0704 

FAX 0877-62-0806 

与北 小 高橋義徳
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■香社研携帯メール 組織図

会長・事務局

■携帯メー ル 登 録 方 法
1 メールを送る

---------

下記のメール ア ド レ ス に 申 請 メ ール（宛先のみ。

0申請メールの宛先 →空厘~tam t.com 

本文は不要てす）を送ってください。

瓢麗OQRコード利用時は
Docomo AU SoftBank 

|2ー一ー一ご案内メールが返ってくるのを待っ ------- -- --
［件名］学校連絡

登録画面のアドレスが記入された「学校連絡網登録のご案内」メールが返って→ 1 

ない場合は，裏面をご覧ください。
- 網登録のご案内

3 ご案内メールにあるアドレスをクリック
htt四LLI!tamt.com/＊＊*＊＊＊＊＊ も図

- - - - - -

4 学校コードを入力する
① 学校コードをクリック

② 6195645 を入力する。
③ 決定ボ タ ン を 押 す

5 学年（グループ）を選択する

① 6つの学年（グループ）の中から， ご自身の所属グループを選択する。

〇東讃 0西讃 0高松

②決定ボタンを押す。

6 クラスを選択し，氏名を入刀する

①クラスを選択する。

〇小豆 〇さ・東

0高松西 〇高松東

②出席番号は，入れない。

③名前を入力する。

④決定ボタンを押す。

0三・観

0高松南

〇会長・事務局 0理事 〇事業部

0坂・綾 〇丸亀 〇 仲 ・ 善

〇基礎テスト 0フィールドワーク

7 クラス等2つ以上に所属する場合は，追加登録する。

1 ~ 6を繰り返し， 5や 6て追加するクラスを追加登録する。
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